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応急手当普及啓発活動の現状と課題⑦

-富山市消防本部を取材して-

基礎医学講座

二相性波形除細動器について
福岡大学筑紫病院 山之内良雄
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女 応急手当普及員とは

消防職員と協力し合い、 事業所従業員や地m住民に対し応急手当
の普及雷発活動に従事する方で、資絡については消防長が認定する

ものです。

砂応急、手当普及員パンク

登録者用八一フコート

特集「応急手当普及啓発活動の現状と課題⑦J(詳細p.10)
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平成15年 1月30・31日/パシフィコ横浜

第11回全国救急隊員シンポジウム
いのち

〈尊い命を救うために つなげよう救命の輪〉

平成15年 1月30日(対.31日(錦、第11回全国救急隊員シンポジウムがパシフィコ

横浜にて開催され、全国から救急隊員等約3，900名が参加しました(詳細p.8)。

砂特別講演

‘運営委員長

日本医科大学教授

山本保博氏

日本救急医学会理事長

杏林大学医学部救急医学教授

島崎修次氏
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高蹴者向11敏命協'l!l
ras年寄りにもできるCPRjについて

~f節目繍al!!lIlhll鍛I'AIIi\llJ

院外心務停止症例に~9
脇田昌JH伊111./1賠副書~

デモンストレーションH砂

‘ポスターセッションE

‘救急用資器材等展示会砂

| ムtag3 1著そ3 ぷ宝ぞ 委j
~ 喜 弘 宇年 故武
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-
久
喜
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部
(
埼
玉
県
) ••••••••••••••• 
救
急
振
興
財
団
で
は
、
消
防
機
関

が
行
う
応
急
手
当
の
普
及
啓
発
活
動

を
支
援
す
る
た
め
、
財
団
法
人
日
本

宝
く
じ
協
会
か
ら
の
助
成
を
受
け

て
、
平
成
昨
年
度
は
2
団
体
(
久
喜

地
区
消
防
組
合
消
防
本
部
、
田
方
消

防
本
部
)
に
、
救
急
普
及
啓
発
広
報

車
を
寄
贈
い
た
し
ま
し
た
。

平
成
問
年
ロ
月
白
日
に
田
方
消
防

本
部
、
平
成
市
年
1
月
同
日
に
久
喜

地
区
消
防
組
合
消
防
本
部
に
お
い

て
、
受
納
式
、
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

-
田
方
消
防
本
部
(
静
岡
県
)

企デーモンストレーション

••••••••••••••• -Ft
之
内
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企デモンストレーション



私
事
で
恐
縮
だ
が
、
正
月
休
み
の
あ
る

日
横
断
歩
道
を
歩
行
中
に
、
後
方
か
ら
左

折
し
て
き
た
ラ
イ
ト
バ
ン
に
接
触
さ
れ
転

倒
し
、
初
め
て
救
急
車
に
よ
っ
て
病
院
に

搬
送
さ
れ
る
経
験
を
し
た
。
現
場
が
消
防

本
部
に
近
い
場
所
で
も
あ
っ
た
の
で
救
急

車
の
到
着
も
早
く
、
車
内
で
の
対
応
も
親

切
で
当
を
得
た
も
の
で
あ
っ
た
。
軽
傷
の

身
で
あ
っ
て
も
大
変
頼
り
が
い
の
あ
る
感

じ
を
受
け
た
が
、
症
状
の
重
い
人
々
や
周

辺
の
関
係
者
に
と
っ
て
は
ど
れ
ほ
ど
心
強

い
も
の
で
あ
ろ
う
か
と
、
改
め
て
救
急
の

果
た
す
役
割
へ
の
認
識
を
深
く
し
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。

私
が
消
防
庁
に
在
職
し
救
急
行
政
に
か

か
わ
っ
た
の
は
平
成
五
年
の
夏
か
ら
平
成

七
年
の
初
め
ま
で
の
こ
と
で
、
こ
の
間
に

現
在
の
救
急
救
命
東
京
研
修
所
が
竣
工
、

開
校
の
運
ぴ
と
な
り
、
九
州
研
修
所
は
順

調
に
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
ろ
で
あ

っ
た
。
そ
れ
か
ら
八
年
余
を
経
た
現
在
、

救
急
救
命
の
業
務
の
充
実
発
展
ぶ
り
は
自

覚
ま
し
く
、
資
格
を
取
得
し
配
置
さ
れ
た

救
急
救
命
士
の
数
の
増
大
と
い
っ
た
量
的

側
面
に
加
え
、
日
頃
の
切
瑳
琢
磨
に
よ
る

経
験
の
蓄
積
、
技
術
の
向
上
に
よ
っ
て
救

命
効
果
を
大
き
く
引
き
上
げ
る
に
至
っ
て

い
る
。
ま
た
、
制
度
の
創
設
時
か
ら
懸
案

と
な
っ
て
い
た
救
急
救
命
士
の
処
置
範
聞

の
拡
大
に
つ
い
て
も
、
数
次
の
検
討
会
を

経
て
昨
年
末
か
ら
今
年
初
め
に
か
け
て
と

り
ま
と
め
ら
れ
た
報
告
に
お
い
て
関
係
者

間
で
一
定
の
方
向
が
合
意
さ
れ
る
に
至
る

な
ど
、
制
度
の
全
般
に
わ
た
っ
て
着
実
な

進
展
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
喜
ば
し
い
限
り

で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
私
は
い
ま
全
国
市
町
村
振

興
協
会
と
い
う
と
こ
ろ
に
勤
務
し
て
い
る

が
、
こ
の
協
会
は
、
市
町
村
振
興
宝
く
じ

の
収
益
の
一
部
に
つ
い
て
、
全
国
的
な
観

点
か
ら
広
域
的
な
活
用
を
図
る
こ
と
を
そ

の
仕
事
と
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
市

傘巻頭のことぱ

紀
内

騒
宏

側
全
国
市
町
村
振
興
協
会
理
事
長

町
村
が
行
う
災
害
関
連
事
業
そ
の
他
の
公

共
施
設
整
備
事
業
へ
の
低
利
融
資
、
市
町

村
職
員
を
対
象
と
し
て
の
高
度
の
研
修
及

び
各
種
の
地
方
関
係
団
体
が
全
国
的
な
視

野
に
立
っ
て
行
う
市
町
村
振
興
を
白
的
と

す
る
事
業
等
へ
の
助
成
の
三
つ
が
中
心
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
助
成
の
対
象
と

し
て
は
、
個
別
の
市
町
村
に
対
し
て
普
遍

的
、
恒
常
的
な
財
源
措
置
を
仕
組
む
の
は

難
し
い
が
、
全
国
的
な
観
点
か
ら
は
一
定

の
効
用
が
見
込
ま
れ
る
よ
う
な
事
業
へ
の

支
援
な
ど
が
適
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
例

え
ば
新
し
い
手
法
の
開
発
の
た
め
の
研
究

や
パ
イ
ロ
ッ
ト
的
な
試
行
の
よ
う
に
、
特

定
の
市
町
村
に
お
い
て
、
先
導
的
、
時
限

的
に
行
わ
れ
る
も
の
と
か
、
多
く
の
市
町

村
が
参
加
し
て
共
同
で
催
す
研
究
集
会
や

技
能
向
上
を
目
的
と
す
る
コ
ン
テ
ス
ト
な

ど
へ
の
支
援
で
あ
る
。

救
急
振
興
財
団
の
行
う
事
業
に
つ
い
て

も
、
こ
の
よ
う
な
見
地
か
ら
婦
人
防
火
ク

ラ
ブ
員
に
対
す
る
応
急
手
当
の
普
及
推
進

や
全
国
救
急
隊
員
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
つ
い

て
助
成
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
年

度
か
ら
は
救
急
救
命
士
の
処
置
範
囲
の
拡

大
に
伴
い
二
相
性
波
形
除
細
動
器
の
早
期

導
入
へ
の
支
援
事
業
を
新
し
く
助
成
対
象

と
し
て
い
る
。

行
政
に
と
っ
て
、
住
民
の
生
命
・
身
体

の
安
全
確
保
は
最
も
基
本
的
な
使
命
で
あ

る
。
住
み
良
い
地
域
が
備
え
る
べ
き
要
件

と
し
て
快
適
性
、
利
便
性
が
よ
く
あ
げ
ら

れ
る
が
、
こ
れ
も
あ
く
ま
で
安
全
と
い
う

基
盤
が
整
っ
た
上
で
の
こ
と
で
あ
る
。

救
急
救
命
の
業
務
は
、
ま
さ
に
こ
の
「
生

命
・
身
体
の
安
全
」
そ
の
も
の
に
真
正
面

か
ら
取
り
組
む
も
の
に
ほ
か
な
ら
ず
、
そ

の
重
要
性
は
論
を
ま
た
な
い
。
関
係
の
皆

様
方
に
お
か
れ
て
は
、
今
後
と
も
一
層
研

鐙
、
精
進
を
重
ね
ら
れ
、
そ
の
崇
高
な
使

命
の
成
就
に
逼
進
さ
れ
る
よ
う
切
に
願
う

も
の
で
あ
る
。
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ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

ロ
jて

ト

瞳富霊童覇

ー
尊
い
命
を
救
う
た
め
に

い
の
私
ノ

つ
な
げ
よ
う
救
命
の
輪
|

文
l

i編
集
室

平
成
一
五
年
一
月
三

O
日
・
2

二
日
の
両
日
「
第
一
一
回
全
国
救
急
隊
員
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
」
が
、
横
浜
市
消
防
局
・
財
団
法
人
救
急
振
興
財
団
の
主
催
に
よ
り
パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜

に
て
開
催
さ
れ
た
。
全
国
か

5
医
療
関
係
者
や
救
急
隊
員
等
約
一
ニ
、
九

O
O名
が
参
加
し
、

各
会
場
に
お
い
て
活
発
な
議
論
が
展
開
さ
れ
た
。

覇
特
別
講
演
「
救
急
救
命
士
の
業
務
の

あ
り
万
等
巴
つ
い
て
」

講
師
一
日
本
救
急
医
学
会
理
事
長
、
杏
林
大
学
医
学
部

救

急

医

学

教

授

島

崎

修

次

平
成
一
四
年
二
一
月
に
示
さ
れ
た
「
救
急
救
命
士

の
業
務
の
あ
り
方
等
に
関
す
る
検
討
会
報
告
書
」
に

つ
い
て
の
概
説
が
な
さ
れ
、
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
体
制
の
確
立
が
救
急
救
命
士
の
業
務
拡
大
の
大

前
提
で
あ
り
、
早
期
に
医
療
行
政
と
消
防
行
政
の
連

携
に
よ
り
体
制
整
備
を
図
る
必
要
が
あ
る
と
述
べ
ら

れ
た
。
ま
た
、
救
急
救
命
士
の
配
置
率
が
未
だ
全
国

平
均
六
割
程
度
で
あ
る
た
め
、
そ
の
早
急
な
是
正
や

処
置
拡
大
に
伴
う
救
急
救
命
士
国
家
試
験
の
見
直
し

等
の
課
題
が
挙
げ
ら
れ
、
最
後
に
救
急
救
命
士
の
業

務
拡
大
に
伴
い
、
本
国
に
お
け
る
救
急
医
療
シ
ス
テ

ム
が
大
き
く
発
展
し
、
国
民
の
ニ

l
ズ
に
応
え
ら
れ

る
体
制
の
確
立
を
期
待
し
た
い
と
結
ん
だ
。

輔
教
育
講
演
I

問
題
1
」

「
救
急
活
動
と
法
的
諸

講

師

一

東

海

大

学

法

学

部

教

授

宇

都

木

伸

メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
体
制
の
導
入
や
、
処

置
範
囲
の
高
度
化
が
図
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
昨
今

に
お
い
て
、
救
急
隊
員
側
の
法
的
責
任
も
ま
た
重
く

な
っ
て
き
て
お
り
、
こ
こ
で
は
、
「
事
故
現
場
に
お

け
る
救
急
隊
員
(
救
命
士
)
の
責
任
」
、
「
個
人
情
報

の
取
扱
い
|
|
守
秘
義
務
と
情
報
自
己
管
理
権
」
、

「
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
制
度
に
特
有
の
問
題

点
」
と
い
う
三
つ
の
テ
I
マ
を
取
り
上
げ
て
、
法
律

家
の
観
点
か
ら
検
討
が
な
さ
れ
た
。
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輔
教
育
講
演
E

「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
ニ

O

o
o
cも
と
づ
く
救
急
隊
員
向
け
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

講
師
一
日
本
震
科
大
学
付
属
千
葉
北
総
病
院
救
命
救
急

セ

ン

タ

ー

医

局

長

工

康

紀

斗

胃

日
本
医
科
大
学
付
属
千
葉
北
総
病
院
で
取
り
組
ん

で
い
る
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
二

0
0
0
に
基
づ
く
シ
ミ

ュ
レ
ー
タ

I
を
用
い
た
救
急
隊
員
に
対
す
る
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
等
が
紹
介
さ
れ
、
幅
広
い
医
学
知
識
、
判

断
能
力
及
び
手
技
を
身
に
つ
け
る
こ
と
の
で
き
る
救

急
隊
員
向
け
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
構
築
は
必
要
不
可

欠
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
た
。

盟
一
般
講
演
「
A
H
A
C
お
け
る
心
肺

蘇
生
法
の
指
導
要
領
巴
つ
い
て
」

講
師
一
日
本
医
科
大
学
救
急
医
学
教
室
高
度
救
命
救
急

セ

ン

タ

ー

助

手

吉

田

竜

介

心
肺
蘇
生
法
の
「
世
界
的
指
針
」
と
な
っ
た
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
二

0
0
0
で
あ
る
が
、
消
防
指
導
者
養
成

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
い
き
な
り
こ
れ
を
応
用
す
る
の
は



困
難
で
あ
る
た
め
、
ま
ず
は
実
践
的
講
習
形
態
の
シ

ス
テ
ム
構
築
の
た
め
に
、
世
界
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

で
あ
る

A
H
A
の
指
導
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
大
い
に
参

考
に
す
べ
き
で
あ
り
、
消
防
の
指
導
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

制
作
担
当
者
は

A
H
A
の
講
習
を
受
講
す
る
こ
と
が

望
ま
し
い
と
の
講
演
が
な
さ
れ
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

I

「
各
地
域
に
お
け
る

事
後
検
証
の
現
状
と
課
題
」
で
は
、
メ
デ
ィ
カ
ル
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
体
制
の
三
本
柱
の
一
つ
で
あ
る
「
事
後

検
証
」
に
つ
い
て
、
総
務
省
消
防
庁
、
東
京
消
防
庁
、

大
津
市
消
防
局
、
熊
本
市
消
防
局
、
出
雲
市
外
4
町

広
域
消
防
組
合
消
防
本
部
よ
り
、
事
後
検
証
の
現
状

報
告
と
検
討
課
題
等
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

E

「
救
急
活
動
と
法
的

諸
問
題
2
」
で
は
、
札
幌
市
消
防
局
、
鳥
取
県
西
部

広
域
行
政
管
理
組
合
消
防
局
、
宗
像
地
区
消
防
本
部

か
ら
各
地
域
で
起
き
た
実
際
の
事
例
を
交
え
て
発
表

が
な
さ
れ
、
救

急
隊
員
が
安
全

に
活
動
す
る
た

め
に
は
、
何
ら

か
の
事
故
が
起

っ
た
際
に
加
害

者
に
対
す
る
法

的
な
罰
則
の
強

化
や
、
住
民
の

モ
ラ
ル
向
上
な

ど
早
急
に
取
り

組
む
必
要
が
あ

る
と
の
提
言
が

な
さ
れ
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

I

「
救
急
隊
員
の
教
育
訓
練
体
制
の

現
状
と
課
題
」
で
は
、
総
務
省
消
防
庁
、
救
急
救
命

九
州
研
修
所
、
札
幌
市
消
防
学
校
、
東
京
消
防
庁
消

防
学
校
、
京
都
市
消
防
局
救
急
教
育
訓
練
セ
ン
タ

ー
、
神
戸
市
救
急
救
命
士
養
成
所
か
ら
、
教
育
訓
練

体
制
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
報
告
が
な
さ
れ
、
一

人
で
も
多
く
の
市
民
を
救
う
た
め
に
、
救
急
救
命
士

等
に
対
す
る
総
合
教
育
機
関
の
必
要
性
に
つ
い
て
の

問
題
提
起
が
な
さ
れ
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

E

「
ウ
ツ
タ
イ
ン
様
式
と
現
場
活

動
」
で
は
、
奈
良
県
立
奈
良
病
院
救
命
救
急
セ
ン
タ

ー
、
大
阪
市
消
防
局
、
奈
良
市
消
防
局
、
広
島
市
消

防
局
よ
り
、
各
現
場
活
動
に
お
け
る
ウ
ツ
タ
イ
ン
様

式
の
現
状
に
つ
い
て
の
報
告
が
な
さ
れ
、
病
院
外
心

肺
停
止
患
者
の
記
録
を
収
集
す
る
上
で
の
問
題
点
と

し
て
、
ウ
ツ
タ
イ
ン
様
式
の
導
入
に
あ
た
っ
て
は
用

語
の
定
義
を
慎
重
に
議
論
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

こ
と
等
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

E

「
救
急
業
務
高
度
化
へ
の
今
後
の

展
望
」
で
は
、
総
務
省
消
防
庁
、
厚
生
労
働
省
、
愛

知
県
県
民
生
活
部
、
静
岡
県
健
康
福
祉
部
、
東
海
大

学
医
学
部
付
属
病
院
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
、
姫
路
市

消
防
局
よ
り
発
表
が
な
さ
れ
た
。
総
務
省
消
防
庁
か

ら
は
、
救
急
救
命
士
の
業
務
の
あ
り
方
等
に
関
す
る

検
討
会
報
告
を
受
け
、
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

体
制
の
確
立
が
救
急
救
命
士
の
業
務
拡
大
を
行
っ
て

い
く
上
で
の
前
提
で
あ
り
、
体
制
の
構
築
に
は
、
地

域
に
お
け
る
医
療
関
係
者
の
幅
広
い
参
画
と
協
力
が

不
可
欠
で
あ
る
こ
と
が
提
唱
さ
れ
た
。
ま
た
厚
生
労

働
省
か
ら
は
課
題
と
し
て
「
各
都
道
府
県
及
び
各
地

域
に
お
け
る
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
協
議
会
の

設
立
促
進
」
を
掲
げ
、
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

体
制
の
構
築
な
し
に
は
救
急
救
命
士
の
業
務
拡
大
は

あ
り
え
な
い
と
の
見
解
を
示
し
た
。

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

I

「
標
準
四
肢
一
一
一
誘
導

心
電
計
に
よ
る
心
電
図
伝
送
」
で
は
、
横
浜
市
消
防

局
で
行
わ
れ
て
い
る
急
性
心
疾
患
の
疑
い
の
あ
る
傷

病
者
に
対
す
る
心
電
図
伝
送
が
実
演
さ
れ
た
。
デ
モ

ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
E

「
分
娩
介
助
」
で
は
、
武
蔵

野
赤
十
字
病
院
の
斎
藤
恭
子
先
生
に
よ
る
訓
練
人
形

を
用
い
た
分
娩
介
助
技
術
の
実
演
が
行
わ
れ
た
。

ビ
デ
オ
セ
ッ
シ
ョ
ン
「
応
急
手
当
指
導
等
」
で
は
、

中
濃
消
防
組
合
消
防
本
部
、
長
久
手
町
消
防
本
部
、

赤
穂
市
消
防
本
部
、
横
浜
市
消
防
局
か
ら
各
地
で
取

り
組
ん
で
い
る
応
急
手
当
指
導
に
つ
い
て
発
表
が
な

さ
れ
、
口
頭
指
導
で
の
救
命
率
向
上
を
目
指
す
に

は
、
一
一
九
番
受
信
時
の
問
題
点
の
把
握
と
口
頭
指

導
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
検
証
及
び
継
続
的
な
医
学
的
知
識

の
向
上
の
必
要
性
が
語
ら
れ
た
。

一
般
発
表
I
l
M
で
は
「
救
命
の
た
め
の
連
携
活

動
」
、
「
精
神
科
疾
患
の
疑
え
る
傷
病
者
の
搬
送
シ
ス

テ
ム
の
状
況
」
、
「
集
団
災
害
へ
の
対
応
」
、
「
外
傷
」
、

「
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
現
状
と
展
望
」
、
「
小
児

科
」
に
つ
い
て
活
発
な
問
題
提
起
や
現
状
報
告
が
行

わ
れ
た
。

ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
ー
ー
E
で
は
一
八
名
が
さ
ま

ざ
ま
な
テ
l
マ
に
つ
い
て
、
研
究
発
表
を
行
っ
た
。

第
一
一
回
目
を
迎
え
た
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

は
、
救
急
救
命
士
の
処
置
範
囲
拡
大
を
日
前
と
し
た

時
期
に
開
催
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
か
ら
の
救
急

業
務
を
行
う
上
で
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な
テ

ー
マ
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
た
め
、
参
加
者
も
過
去
最

大
の
も
の
と
な
り
、
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
注
目
度
の

高
さ
が
う
か
が
え
た
。

次
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
平
成
一
六
年
一
月
二

九
日
、
一
二

O
日
の
二
日
間
、
北
海
道
札
幌
市
で
開
催

さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

9 



ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

G
パ
i
卜
2

謹
聾

ー
富
山
市
消
関
本
部
を
取
材
し
て
|

文
1

1

編
集
室

発
事罷

重栗

⑦ 

今
回
訪
れ
た
富
山
市
消
防
本
部
で
は
、
応
急
手
当
指
導
の
担
い
手
と
し
て
養
成
し
て
い
る
応
急
手
当
普
及
員
の

登
録
制
度
を
確
立
す
る
ζ
と
に
よ
り
、
市
民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
応
急
手
当
の
普
及
瞥
発
活
動
を
推
進
し
て

い
る
。
こ
の
登
録
制
度
は
「
応
急
手
当
普
及
員
パ
ン
ク
」
と
名
づ
け
ら
れ
、
言
わ
ば
応
急
手
当
指
導
の
「
人
材
パ

ン
ク
」
と
し
て
、
効
果
的
に
運
用
さ
れ
て
い
る
。

お
そ

5
く
全
国
で
初
め
て
の
試
み
で
あ
る
「
応
急
手
当
普
及
員
パ
ン
ク
」
の
現
状
と
今
後
の
展
望
等
に
つ
い
て

お
話
を
う
か
が
っ
た
。

瞳
応
急
手
当
普
及
員
パ
ン
ク
盟

1
1
1

「
応
急
手
当
普
及
員
バ
ン
ク
」
の
発
足
経
緯
と

活
動
内
容
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
<
、
だ
さ
い
。

西
浦
当
本
部
で
は
、
応
急
手
当
普
及
員
の
養
成
を

平
成
六
年
度
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
が
、
資
格
を
取
っ

た
も
の
の
活
動
の
場
が
な
い
、
講
習
は
三
日
間
だ
け

な
の
で
自
信
が
な
い
な
ど
、
普
及
員
の
方
か
ら
い
ろ

い
ろ
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
て
、
そ
う
い
う
方
々
を

ど
う
活
か
せ
ば
い
い
か
と
頭
を
悩
ま
せ
て
い
ま
し

た
。
一
方
、
当
本
部
の
方
で
も
救
命
講
習
会
の
受
講

者
数
を
増
や
し
た
い
と
考
え
て
は
い
ま
し
た
が
、
指

導
す
る
職
員
数
に
も
限
り
が
あ
り
、
講
習
会
の
開
催

数
、
受
講
者
数
共
に
頭
打
ち
に
な
っ
て
い
た
と
こ
ろ

で
し
た
。

そ
こ
で
、
普
及
員
の
方
々
の
要
望
と
、
私
ど
も
の

悩
み
の
解
消
の
両
方
を
実
現
す
る
た
め
、
ま
ず
は
職

員
が
年
間
通
じ
て
行
っ
て
い
る
普
通
救
命
講
習
会
や

三
時
間
未
満
の
講
習
会
に
参
加
・
協
力
し
て
い
た
だ

く
と
い
う
形
で
、
普
及
員
の
募
集
を
募
り
ま
し
た
。

県
内
四

O
O
人
あ
ま
り
の
方
の
中
か
ら
、
富
山
市
内

も
し
く
は
近
隣
の
市
町
村
の
方
に
絞
っ
て
、
約
二
七

O
人
の
方
に
募
集
を
か
け
た
と
こ
ろ
、
七
二
名
の
方

か
ら
登
録
し
て
も
い
い
で
す
よ
と
の
快
諾
を
得
る
こ

と
が
で
き
ま
し
て
、
平
成
二
二
年
七
月
八
日
、
「
応

救急救命第10号 10
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急
手
当
普
及
員
バ
ン
ク
」
(
以
下
「
普
及
員
パ
ン

ク
」
)
を
設
立
い
た
し
ま
し
た
。

中
山
「
普
及
員
パ
ン
ク
」
で
は
、
登
録
さ
れ
て
い

る
方
の
中
か
ら
五
名
の
方
を
普
及
啓
発
推
進
委
員
に

委
嘱
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
方
々
と
会
議
を
も
っ
た

際
に
、
「
消
防
本
部
の
負
担
を
少
し
で
も
減
ら
し
て

あ
げ
た
い
」
と
い
う
意
見
も
直
接
聞
き
、
大
変
喜
ん

で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
当
本
部
と
し
ま
し
て
は
、
以

前
は
普
通
救
命
だ
け
を
対
象
に
年
間
一
、
五

O
O
人

く
ら
い
を
限
度
と
し
て
い
た
受
講
者
数
の
目
標
値

を
、
最
低
年
間
五
、

0
0
0
人
ま
で
一
気
に
も
っ
て

い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
目
標
値
を
掲
げ
た

時
、
関
係
者
の
間
で
は
、
「
そ
ん
な
に
で
き
る
わ
け



が
な
い
」
と
い
う
反
応
だ
っ
た
の
で
す
が
、
実
現
で

き
て
い
る
市
町
村
も
他
県
で
は
あ
る
と
開
い
て
い
ま

す
の
で
、
普
及
員
の
資
格
を
持
っ
た
方
々
に
協
力
し

て
い
た
だ
い
て
、
今
ま
で
三
名
職
員
が
出
て
い
た
講

習
を
二
名
j
一
名
減
ら
し
、
足
り
な
い
部
分
は
普
及

員
の
方
で
補
っ
て
、
講
習
会
開
催
回
数
を
増
や
し
て

目
標
を
達
成
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
目
標

は
、
普
及
員
の
方
々
に
も
理
解
し
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

西
浦
現
在
の
と
こ
ろ
普
通
救
命
講
習
の
指
導
は
、

応
急
手
当
指
導
員
の
資
格
を
持
っ
た
指
導
員
が
指
導

し
て
い
ま
す
。
普
及
員
の
方
に
は
、
指
導
員
の
サ
ブ

的
な
形
で
入
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
当
然
、
実

習
が
中
心
に
な
り
ま
す
の
で
、
一

O
人
な
り
二

O
人

と
い
う
受
講
者
の
グ
ル
ー
プ
の
中
に
入
っ
て
指
導
し

応急手当普及啓発事業全体計画

第 1期(平成13年度から17年度)

応急手当普及員バンクを設置し、応急手当普及員登

録制度の確立を図る O

(2) 第2期(平成18年度から22年度)

応急手当普及員パンクによる応急手当の普及啓発活

動を推進しながら、応急手当普及員の中から応急手当

指導員の養成を図るO

(3) 第3期(平成23年度から27年度)

応急手当指導員を中心とした活動を確立する O

)
 
-(
 

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
消
防
訓
練
な
ど
を

行
う
と
き
に
は
救
急
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま
す
の

で
、
そ
の
コ
ー
ナ
ー
を
受
け
持
っ
て
い
た
だ
く
と
い

う
よ
う
な
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

i

l普
及
員
バ
ン
ク
区
は
ど
う
い
つ
だ
万
々
が
登
録

さ
れ
て
い
る
の
で
す
か
。

西
浦
現
在
一

O
一
二
名
の
方
が
登
録
さ
れ
て
い
ま
し

て
、
男
女
比
で
は
、
男
性
が
五
四
名
、
女
性
が
四
九

名
と
若
干
男
性
の
方
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

職
業
別
で
言
い
ま
す
と
、
や
は
り
救
命
と
い
う
性

格
か
ら
、
病
院
や
福
祉
関
係
の
方
が
二
三
名
と
一
番

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
市
内
の
大
規
模
事

業
所
や
官
公
庁
、
ホ
テ
ル
、
学
校
関
係
者
の
方
も
い

ま
す
。
主
婦
や
定
年
に
な
ら
れ
た
方
も
口
コ
ミ
で
、

争

+ 
+ 
+ 
+ 
+ 
+ 
争

+ 
+ 
+ 
+ 
+ 
+ 
+ 
+ 
+ 
+ 
+ 
+ 
+ 
+ 
+ 
+ 
+ 
+ 
+ 
+ 
争

+ 
+ 
+ 
+ 
争

+ 
+ 
+ 
+ 
+ 
+ 

第1期の年度別事業内容

応急手当普及員パンクを設置し普通救命講習を延べ

100回開催する。(目標値受講者数2，500名)

平成13年7月8日応急手当普及員パンク結成
登録者数74名

平成13年度 ※13年度パンク登録者活動実績
普通救命講習48回、その他7回、延べ93名参加協力
※消防本部全体
13年度普通救命講習実施回数及び受講者数
普通救命講習138回、受講者数2，707名

普通救命講習を延べ120回開催する。(巨標値受講
者数3，000名)

平成14年度登録者数33名(合計103名)
※15年1月末現在のパンク登録者活動実績

平成14年度 普通救命講溜60回、その他20目、延べ132名参加
協力

※消防本部全体
15年1月末現在の普通救命講習実施回数及び受講
者数

普通救命講習136回、受講者数3，070名

平成15年度
普通救命講習を延べ140回開催する。
(目標値受講者数3，500名)

平成16年度
普通救命講習を延べ160回開催する。
(自標値受講者数4，000名)

平成17年度
普通救命講習を延べ200回開催する。
(目標値受講者数5，000名)

個
人
的
に
受
け
に
来
ら
れ
ま
す
し
、

い
ま
す
。

現
役
の
学
生
も

i
l
i普
及
員
パ
ン
ク
を
設
遣
す
る
際
に
苦
労
さ
れ
た

点
は
何
で
す
か
。

西
浦
ま
ず
、
果
た
し
て
何
人
集
ま
る
の
か
と
い
う

こ
と
で
す
。
た
く
さ
ん
来
て
い
た
だ
い
て
も
、
予
算

的
な
枠
も
あ
り
ま
す
し
、
逆
に
三

O
人
程
の
少
人
数

で
し
た
ら
、
企
画
倒
れ
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ま

た
年
開
の
救
命
講
習
受
講
者
目
標
を
五
、

0
0
0
人

に
設
定
し
た
場
合
、
現
実
的
に
考
え
る
と
職
員
だ
け

で
は
到
底
目
標
を
達
成
で
き
ま
せ
ん
か
ら
、
年
間

一、

0
0
0
な
り
二
、

0
0
0人
の
講
習
を
普
及
員

の
方
に
継
続
し
て
こ
な
し
て
も
ら
え
る
の
か
と
い
う

不
安
も
あ
り
ま
し
た
。

中
山
普
及
員
講
習
受
講
者
は
三
日
間
で
そ
の
資
格

を
取
得
す
る
の
で
す
が
、
普
及
員
講
習
と
い
う
の
は

指
導
要
領
を
特
に
マ
ス
タ
ー
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
実
際
受
け
に
来
ら
れ
る
方
は
、
普
通

救
命
講
習
を
受
け
て
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
い
方
も
大
勢A中山副主幹
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お
ら
れ
ま
す
。
で
す
か
ら
三
日
間
の
半
分
以
上
は
心

肺
蘇
生
法
の
実
技
に
費
や
し
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、

結
局
指
導
要
領
を
教
え
る
時
間
が
あ
ま
り
取
れ
な
い

の
が
現
状
で
す
。

1

1

普
通
救
命
、
上
級
救
命
、
普
及
員
講
習
と
い
う
ス

テ
ッ
プ
を
踏
ん
で
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
ね
。

西
浦
本
当
は
そ
う
い
う
ス
テ
ッ
プ
を
踏
む
の
が
理

想
で
す
が
、
そ
れ
に
は
時
間
を
要
し
ま
す
し
、
受
け

る
方
が
臨
時
践
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
「
普

及
員
講
習
を
受
講
し
た
い
の
だ
け
れ
ど
、
何
か
条
件

は
あ
り
ま
す
か
」
と
尋
ね
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
、
普
通
救
命
講
習
を
必
ず
受
け
な
さ
い
と
い
う
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

武
田
当
市
で
は
、
上
級
救
命
講
習

よ
り
も
普
及
員
講
習
の
方
が
参
加
の

人
数
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
上
級

救
命
講
習
を
依
頼
さ
れ
る
の
は
専
門

学
校
や
私
立
の
高
校
か
ら
が
主
で
、

子
ど
も
た
ち
に
心
肺
蘇
生
法
を
マ
ス

タ
ー
さ
せ
た
い
と
い
う
主
旨
で
、
学

校
側
が
時
間
を
割
い
て
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
の
中
に
入
れ
る
と
い
う
ケ

I
ス
で

す
。
そ
の
場
合
に
は
、
基
本
的
に
こ

ち
ら
か
ら
学
校
に
出
向
き
、
上
級
救

命
講
習
は
八
時
間
で
す
か
ら
四
時
間

・
四
時
間
で
二
回
、
場
合
に
よ
っ
て

は
一
二
回
に
分
け
た
り
し
て
、
で
き
る

だ
け
学
校
の
望
み
に
応
じ
た
形
で
行

っ
て
い
ま
す
。
専
門
学
校
の
中
に
は

公
務
員
養
成
課
程
を
持
っ
て
い
る
学

校
も
あ
り
ま
す
の
で
、
将
来
消
防
職

員
や
警
察
官
に
な
り
た
い
と
い
う
学
生
を
対
象
に
、

上
級
救
命
講
習
の
実
施
を
依
頼
さ
れ
た
り
し
ま
す
。

し
か
し
、
全
体
的
に
見
る
と
講
習
の
依
頼
数
は
普

通
救
命
講
習
の
方
が
庄
倒
的
に
数
が
多
い
で
す
。
普

通
救
命
講
習
を
受
講
す
れ
ば
最
低
限
の
心
肺
蘇
生
法

は
そ
れ
な
り
に
マ
ス
タ
ー
で
き
ま
す
か
ら
、
当
本
部

で
は
要
望
の
多
い
と
こ
ろ
に
力
を
入
れ
て
、
上
級
救

命
講
習
は
要
望
さ
れ
れ
ば
そ
れ
に
応
じ
る
と
い
う
姿

勢
を
と
っ
て
い
ま
す
。

ー
!
普
及
員
の
万
へ
の
指
導
は
ど
の
よ
う
巴
さ
れ
て

い
る
の
で
す
か
。

西
浦
ち
ょ
う
ど
心
肺
蘇
生
法
が
変
わ
り
ま
し
た
の

で
、
普
及
員
の
方
、
パ
ン
ク
登
録
者
の
方
、
資
格
を

持
っ
て
い
な
い
方
も
あ
わ
せ
て
、
新
し
い
心
肺
蘇
生

法
の
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
通
常
の
講
習
会
で

は
、
普
及
員
の
方
に
少
し
早
く
来
て
い
た
だ
い
て
、

職
員
と
や
り
方
の
確
認
を
し
て
か
ら
指
導
に
入
っ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

高
野
技
術
の
習
得
で
重
要
な
こ
と
は
、
や
は
り
回

数
を
こ
な
す
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
や
れ
ば
や
る
だ

け
上
手
に
な
り
ま
す
し
、
慣
れ
て
く
る
と
、
指
導
の

仕
方
も
指
導
員
に
似
て
き
ま
す
。
グ
ル
ー
プ
に
入
り

ま
す
と
そ
の
人
の
個
性
と
い
い
ま
す
か
、
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
を
出
し
て
、
実
に
和
や
か
に
上
手
に
指
導
さ
れ

る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

ー
ー
ー
講
習
会
一
目
当
だ
り
、
普
及
員
の
万
は
何
人
く

ら
い
参
加
さ
れ
て
い
る
の
で
す
か
。

西
浦
講
習
会
一
回
当
た
り
の
普
及
員
の
数
は
平
均

で
一
・
六
人
で
す
が
、
い
つ
で
も
出
ら
れ
る
と
い
う

方
は
限
ら
れ
て
い
ま
し
て
、
何
曜
日
だ
け
と
か
、
限

A高野課員
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定
的
に
参
加
さ
れ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
そ

う
す
る
と
講
習
の
日
程
と
合
い
に
く
い
と
こ
ろ
も
あ

り
ま
し
て
、
結
局
登
録
し
な
が
ら
一
回
も
出
ら
れ
な

い
方
も
、
若
干
で
す
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

武
田
発
足
当
初
か
ら
の
問
題
点
の
一
つ
で
す
が
、

当
本
部
に
は
各
消
防
署
・
出
張
所
が
合
わ
せ
て
九
つ

あ
り
ま
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
地
域
の
要
望
に
応
じ
て

講
習
会
を
設
定
し
て
い
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、
バ
ン

ク
に
登
録
さ
れ
た
方
の
中
で
、
同
じ
方
に
続
け
て
電

話
連
絡
し
て
し
ま
う
と
い
う
ケ

l
ス
も
発
生
し
て
い

ま
し
た
。
講
習
会
が
同
じ
日
に
偏
っ
て
し
ま
っ
た

り
、
平
日
に
は
都
合
の
つ
く
人
が
ど
う
し
て
も
少
な

い
と
い
う
事
情
も
あ
る
の
で
す
が
、
同
じ
人
ば
か
り

続
け
て
お
願
い
す
る
と
い
う
の
も
、
逆
に
負
担
を
か

け
す
ぎ
て
い
な
い
だ
ろ
う
か
と
。
そ
こ
で
こ
の
問
題

を
解
決
す
る
た
め
に
、
誰
に
連
絡
し
た
か
分
か
る
よ

う
に
印
を
付
け
て
、
各
消
防
署
間
で
パ
ソ
コ
ン
画
面

を
通
じ
て
情
報
を
共
有
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
っ

て
、
で
き
る
だ
け
同
じ
人
に
依
頼
が
重
な
ら
な
い
よ

う
に
配
慮
し
て
い
ま
す
。



ー
ー
パ
ン
ク
登
録
者
間
の
交
流
は
あ
り
ま
す
か
。

西
浦
先
ほ
ど
の
普
及
啓
発
推
進
委
員
の
中
か
ら
、

顔
が
見
え
な
い
、
呼
ば
れ
た
人
し
か
来
な
い
、
同
じ

地
域
な
の
に
誰
が
普
及
員
と
し
て
登
録
し
て
い
る
の

か
も
分
か
ら
な
い
と
い
っ
た
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

て
、
い
つ
で
も
手
技
の
練
習
が
で
き
る
よ
う
な
環
境

を
作
っ
て
ほ
し
い
、
と
の
要
望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
で
、
去
年
の
一

O
月
か
ら
日
と
時
間
を
指
定
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
消
防
署
を
開
放
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。ま
た
、
年
に
一
回
「
意
見
交
換
会
」
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
十
数
名
の
普
及
員
と
職
員
や
実

際
に
講
習
の
指
導
に
あ
た
る
者
が
何
名
か
集
ま
っ
て

意
見
交
換
を
す
る
も
の
で
す
。
来
ら
れ
な
い
方
が
多

い
も
の
で
す
か
ら
、
事
前
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
し
ま
し
て
、
そ
れ
を
ま
と
め
た
も
の
を
そ
こ
で
お

伝
え
し
て
、
今
後
の
改
善
点
な
ど
に
つ
き
ま
し
て
、

一
時
間
く
ら
い
の
話
し
合
い
を
し
て
い
ま
す
。

ム西浦係長

1

1

普
及
員
パ
ン
ク
を
発
足
さ
れ
て
か
ら
、

う
な
効
果
、
か
あ
り
ま
し
だ
か
。

ど
の
よ

武
田
当
本
部
で
は
、
家
族
等
の
バ
イ
ス
タ
ン
ダ
ー

に
よ
る
心
肺
蘇
生
実
施
率
と
い
う
こ
と
で
統
計
を
と

っ
て
お
り
ま
し
て
、
そ
れ
に
伴
っ
て
後
の
成
果
目
標

を
設
定
し
て
い
ま
す
。
幸
い
な
こ
と
に
少
し
ず
つ
で

す
け
れ
ど
も
右
肩
上
が
り
に
な
っ
て
い
ま
し
て
、
平

成
一
四
年
の
二
一
月
ま
で
に
三

0
・
二
パ
ー
セ
ン
ト

と
い
う
数
字
が
出
ま
し
た
。
当
初
三

O
パ
ー
セ
ン
ト

と
い
う
数
字
は
平
成
一
七
年
の
成
果
目
標
値
と
し
て

設
定
し
て
い
た
の
で
す
が
、
既
に
三

O
パ
ー
セ
ン
ト

を
超
え
た
の
で
、
平
成
一
七
年
の
目
標
を
欲
張
っ
て

三
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
上
げ
て
、
最
終
的
に
は
当
初
の

目
標
よ
り
も
っ
と
早
く
五

O
パ
ー
セ
ン
ト
に
な
っ
て

く
れ
れ
ば
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
バ
ン
ク
の
活

動
を
始
め
た
か
ら
す
ぐ
こ
れ
に
結
び
つ
い
た
か
ど
う

か
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
一
応
右
肩
上
が
り
で
数
値

が
上
が
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
パ
ン
ク
登
録
者

の
方
に
も
ひ
と
つ
の
励
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

西
浦
確
か
に
普
通
救
命
講
習
の
受
講
者
を
ど
ん
ど

ん
増
や
し
て
い
っ
て
、
救
命
率
を
高
め
て
い
こ
う
と

い
う
狙
い
は
あ
り
ま
す
が
、
実
際
に
救
命
率
と
つ
な

が
っ
て
い
く
か
と
い
い
ま
す
と
、
な
か
な
か
そ
う
い

う
わ
け
に
い
き
ま
せ
ん
。
た
だ
、
バ
イ
ス
タ
ン
ダ
l

の
処
置
が
施
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
病
院
で
の
治
療

が
成
功
す
る
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
か
ら
、
そ
う

い
う
願
い
を
込
め
て
普
及
啓
発
を
進
め
て
い
る
わ
け

で
す
。
そ
れ
以
外
に
も
ち
ろ
ん
、
単
に
心
肺
蘇
生
法

だ
け
が
応
急
手
当
で
は
な
く
て
救
命
と
救
命
以
外
の

も
の
が
あ
る
わ
け
で
す
か
ら
、
そ
う
い
う
手
当
も
大

切
に
す
る
こ
と
は
、
普
及
員
の
方
に
も
お
話
し
て
い

ま
す
。

i
i
i
「
普
及
員
バ
ン
ク
」

せ
<
、
だ
さ
い
。

の
ふ
フ
後
の
展
望
を
あ
聞
か

西
浦
個
人
的
な
意
見
も
若
干
入
り
ま
す
が
、
指
導

に
当
た
っ
て
い
た
職
員
の
中
に
は
、
定
年
を
迎
え
て

退
職
さ
れ
る
方
が
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
方
々
は
も

ち
ろ
ん
指
導
員
の
資
格
を
持
っ
て
い
ま
す
が
、
資
格

は
三
年
経
て
ば
失
効
し
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、
再
講

習
を
受
け
て
い
た
だ
い
て
、

O
B
の
方
が
主
体
と
な

っ
て
活
動
し
て
い
た
だ
く
。
さ
ら
に
、
こ
れ
は
普
及

員
の
方
か
ら
も
意
見
が
出
て
い
ま
す
が
、
軌
道
に
乗

れ
ば
普
及
員
の
中
か
ら
指
導
員
を
養
成
し
て
、
今
後

は
職
員
で
は
な
く
、
普
及
員
か
ら
指
導
員
に
な
ら
れ

た
方
と
普
及
員
の
方
で
講
習
会
を
開
催
す
る
と
い
う

本
当
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
形
で
運
営
し
て
い
け
た
ら

と
考
え
て
い
ま
す
。

中
山
富
山
市
の
応
急
手
当
普
及
啓
発
事
業
の
全
体

計
画
は
、
一
五
年
間
で
五
年
ご
と
三
期
に
分
か
れ
て

い
ま
す
。
バ
ン
ク
の
事
業
も
最
初
は
行
政
主
導
と
い

う
形
で
引
っ
張
っ
て
い
き
ま
す
が
、
最
終
的
に
は
行

政
が
サ
ポ
ー
ト
し
な
が
ら
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
あ
る
バ

ン
ク
登
録
者
の
方
が
主
体
と
な
っ
て
活
動
し
て
い
た

だ
く
、
と
い
う
計
画
で
進
め
て
い
ま
す
。

西
浦
普
及
員
バ
ン
ク
に
登
録
さ
れ
た
方
に
は
、
特

に
任
期
は
設
け
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
資
格
が
失
効
し

た
場
合
や
脱
退
の
申
し
出
が
な
い
限
り
続
け
て
い
た

だ
い
て
結
構
な
ん
で
す
。
普
及
員
講
習
は
年
間
三
回

く
ら
い
開
催
し
て
い
ま
す
の
で
、
徐
々
に
人
数
が
増

え
て
い
き
ま
す
と
、
将
来
的
に
、
消
防
の
方
で
ど
こ

ま
で
の
人
数
を
確
保
し
て
、
ケ
ア
で
き
る
か
と
い
う

こ
と
も
若
干
問
題
に
な
り
ま
す
。
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救
急
業
務
の
概
要
と
高
度
化
区
向
け
て

l

l
富
山
市
消
防
本
部
の
救
急
の
概
要
や
管
内
の
救

急
事
実
の
特
徴
巴
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

西
浦
当
市
の
人
口
は
約
三
二
万
人
で
、
当
本
部
で

は
、
救
急
隊
九
隊
・
一
二
四
名
の
救
急
救
命
士
が
フ
ル

活
動
し
て
い
ま
す
。
近
年
出
動
件
数
が
増
え
て
き
て

い
ま
す
の
で
、
予
備
の
救
急
車
を
一
時
的
に
運
用
す

る
な
ど
し
て
、
九
隊
若
し
く
は
一

O
隊
で
各
地
域
の

救
急
業
務
を
カ
バ
ー
し
て
お
り
ま
し
て
、
一
日
平
均

で
約
二
五
件
の
出
動
件
数
に
な
っ
て
い
ま
す
。

当
市
の
救
急
件
数
は
一
四
年
で
、
八
、
九
八
九
件

に
達
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
救
急
業
務
を
始
め
て
か

ら
一
回
だ
け
若
干
下
が
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

最
近
は
増
加
傾
向
が
続
い
て
い
ま
す
。
全
国
的
な
同

規
模
の
都
市
か
ら
考
え
ま
す
と
、
当
本
部
と
し
ま
し

で
も
今
後
は
一
万
件
を
超
え
て
い
く
だ
ろ
う
と
予
測

し
て
お
り
ま
す
。

中
山
救
急
の
特
徴
に
つ
き
ま
し
て
は
、
全
体
的
に

は
全
国
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
と
思
い
ま
す
が
、

高
齢
者
の
方
の
搬
送
件
数
が
毎
年
増
え
て
い
ま
す
。

現
在
は
、
搬
送
件
数
の
四
三
パ
ー
セ
ン
ト
が
六
五
歳

以
上
の
高
齢
者
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
と
も
う
一
つ
言
え
る
の
は
、
最
終
的
に
初
診

で
軽
症
と
診
断
さ
れ
る
方
も
、
約
四
九
パ
ー
セ
ン
ト

を
占
め
て
い
ま
し
て
、
消
防
救
急
も
行
政
サ
ー
ビ

ス
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
仲
間
入
り
を
し
て
い
る
よ
う

な
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

|
|
救
急
隊
員
の
教
育
訓
練
体
制
に
つ
い
て
お
聞
か

せ
<
、
だ
さ
い
。

商
濡
当
本
部
で
は
、
救
急
隊
員
の
教
育
訓
練
に
つ

き
ま
し
て
は
、
教
育
・
訓
練
計
画
と
い
う
も
の
を
出

し
て
い
ま
す
。
な
か
な
か
全
員
が
集
ま
っ
て
と
い
う

の
は
や
り
に
く
い
も
の
で
す
か
ら
、
そ
の
計
画
に
基

づ
い
て
、
所
属
ご
と
に
訓
練
す
る
と
い
う
ス
タ
イ
ル

を
と
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
年
に
一
回
は
病
院
か
ら
医
師
を
お
招
き
し

ま
し
て
、
実
際
の
訓
練
を
見
て
い
た
だ
い
て
、
そ
れ

を
検
証
し
て
い
た
だ
く
、
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
行

っ
て
い
ま
す
。

武
田
そ
の
他
に
は
、
定
期
的
に
病
院
で
症
例
検
討

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
は
救
急
救
命
士
だ

け
で
は
な
く
、
標
準
課
程
等
の
救
急
隊
員
も
出
席
し

て
自
己
研
鎖
に
努
め
て
お
り
ま
す
し
、
全
国
救
急
隊

員
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
に
も
職
員
を
派
遣
し
て
、
知

識
の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

中
山
当
本
部
の
救
急
隊
の
中
で
完
全
な
専
任
隊
は

二
隊
で
す
。
あ
と
の
署
に
つ
き
ま
し
て
は
人
員
的
に

厳
し
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
専
ら
救
急
業
務
に
つ

い
て
は
い
る
も
の
の
、
兼
務
と
い
う
体
制
を
と
ら
ざ

る
を
得
な
い
状
況
で
す
。

武
田
た
と
え
専
任
で
あ
っ
て
も
一
日
の
出
動
が
一

回
し
か
な
い
と
、
技
術
は
な
か
な
か
上
達
し
ま
せ

ん
。
件
数
を
こ
な
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
所
属
に
事
案

を
持
ち
帰
っ
て
、
今
後
に
生
か
す
た
め
に
は
ど
う
し

た
ら
い
い
の
か
と
い
う
こ
と
を
検
討
し
て
い
か
な
い

と
、
向
上
は
絶
対
に
図
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は

や
は
り
経
験
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す

し
、
も
う
一
つ
は
、
た
だ
単
に
医
師
か
ら
指
示
を
受

け
て
い
れ
ば
良
い
と
い
う
も
の
で
は
な
く
て
、
消
防

自
ら
の
自
助
努
力
と
言
い
ま
す
か
、
内
部
的
な
研
修

を
ど
ん
ど
ん
や
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思

い
ま
す
。
救
急
救
命
士
の
数
が
増
え
て
く
る
中
で
、

先
ほ
ど
申
し
ま
し
た
よ
う
に
、
き
ち
ん
と
教
育
訓
練

の
規
定
を
作
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
目
標
を
持
た
せ
て

知
識
と
技
術
の
向
上
に
努
め
さ
せ
て
、
そ
の
中
か
ら

ど
ん
ど
ん
指
導
者
を
作
っ
て
い
こ
う
と
い
う
考
え
を

持
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
実
現
す
る
に
は
ま
だ
ま
だ

課
題
も
残
っ
て
い
ま
す
が
、
今
後
き
ち
ん
と
対
応
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

救議救命第10号 14

i

l
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
体
制
巳
つ
い
て
お

聞
か
せ
<
、
だ
さ
い
。

西
浦
経
過
を
お
話
し
ま
す
と
、
平
成
四
年
三
月

に
富
山
県
の
救
急
業
務
高
度
化
推
進
協
議
会
が
で
き

ま
し
た
。
約
一
年
か
け
て
こ
の
協
議
会
で
検
討
さ

れ
、
包
括
的
指
示
下
で
の
除
細
動
が
本
年
四
月
に
施

行
さ
れ
る
に
先
立
ち
、
本
年
三
月
、
富
山
県
内
四
つ

の
医
療
圏
ご
と
に
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
協
議

会
が
立
ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

武
田
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
体
制
の
中
に
は

メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
担
当
医
と
い
う
も
の
を.A.武田課長
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置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
、
も
ち
ろ
ん
協
議

会
の
中
に
入
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
各
病
院
に
は
最

低
一
名
以
上
担
当
医
を
置
い
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
た
だ
、
検
証
や
助
言
に
は
整
備
費
が
か
か
り
ま

す
よ
と
い
う
こ
と
を
前
々
か
ら
言
わ
れ
て
い
た
も
の

で
す
か
ら
、
指
導
・
助
言
体
制
を
整
備
し
て
い
く
た

め
の
一
つ
の
考
え
方
と
し
て
、
富
山
医
療
圏
の
場
合

は
、
搬
送
先
の
病
院
の
医
師
に
指
示
・
指
導
・
助
言

を
仰
ぐ
こ
と
を
原
則
と
し
て
い
ま
す
。

中
山
大
き
な
総
合
病
院
が
あ
れ
ば
体
制
の
整
備
も

や
り
や
す
い
の
で
し
ょ
う
が
、
当
市
で
は
医
療
機
関

が
分
散
し
て
い
ま
す
の
で
、
そ
れ
が
利
点
で
も
あ
る

し
弱
点
で
も
あ
る
と
こ
ろ
で
す
。

i
l
l医
療
機
関
、
か
分
散
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す

が
、
搬
送
先
の
病
院
は
ど
の
よ
う
に
選
定
-
さ
れ
て
い

る
の
で
す
か
。

武
田
病
院
選
定
は
基
本
的
に
各
隊
の
判
断
に
任
せ

て
い
ま
す
。
救
急
隊
員
が
携
帯
電
話
で
直
接
病
院
へ

連
絡
を
と
っ
て
状
態
等
を
連
絡
し
、
特
定
行
為
等
の

指
示
を
仰
い
で
搬
送
す
る
、
と
い
う
形
が
主
流
に
な

っ
て
い
ま
す
。
場
合
に
よ
っ
て
は
通
信
指
令
室
を
経

由
す
る
ケ
l
ス
も
あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
搬
送
先
に

つ
い
て
は
、
基
本
的
に
指
示
を
受
け
た
と
こ
ろ
に
優

先
的
に
搬
送
す
る
と
い
う
考
え
方
に
な
り
ま
す
。

西
浦
当
市
で
は
、
搬
送
先
の
病
院
が
あ
る
程
度
特

定
さ
れ
て
い
る
と
い
う
実
状
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し

病
院
の
患
者
さ
ん
が
一
時
的
に
増
え
た
場
合
な
ど

に
、
受
け
入
れ
が
難
し
い
と
い
う
ケ

1
ス
も
出
て
き

ま
す
。
ま
た
、
夜
間
に
な
る
と
ど
う
し
て
も
搬
送
先

は
限
定
さ
れ
て
き
ま
す
の
で
、
選
定
し
に
く
い
と
い

い
ま
す
か
、
選
定
す
る
範
囲
が
狭
い
ん
で
す
。

ー
ー
ー
最
後
区
、
合
後
の
救
急
医
療
体
制
の
更
な
る
充

実
巴
向
け
て
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
<
、
だ
さ
い
。

西
浦
二
次
の
総
合
病
院
で
も
、
専
門
の
救
急
医
が

担
当
さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
ほ
と
ん
ど
が
兼
務
で

す
。
「
マ
ン
パ
ワ
ー
さ
え
確
保
で
き
れ
ば
、
も
っ
と

も
っ
と
消
防
に
協
力
し
た
い
け
れ
ど
、
残
念
な
が
ら

ま
だ
ま
だ
医
者
の
数
が
少
な
い
」
と
よ
く
言
わ
れ
ま

す
。
消
防
側
と
し
て
の
努
力
と
あ
わ
せ
て
、
救
急
匿

療
に
携
る
医
師
の
確
保
も
急
務
で
は
な
い
で
し
ょ
う

，刀武
田
私
は
以
前
、
東
京
の
病
院
で
実
習
を
受
け
た

こ
と
が
あ
る
の
で
す
が
、
そ
の
医
療
体
制
を
見
る

と
、
地
方
の
も
の
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
整
備

さ
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
大

都
市
の
体
制
を
そ
の
ま
ま
取
り
入
れ
よ
う
と
し
て
も

う
ま
く
い
く
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
都
市
部
の
良
い
と

こ
ろ
を
吸
収
す
る
こ
と
も
大
切
な
こ
と
で
す
が
、
や

は
り
自
分
の
地
域
の
必
要
性
に
応
じ
て
、
ど
う
す
れ

ば
救
急
医
療
体
制
が
良
く
な
る
か
、
と
い
う
こ
と
を

考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

|
|
長
時
間
巴
わ
定
り
ま
し
て
、
ど
う
も
あ
り
、
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
だ
。
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~救急救命東京研修所~

TokYO 

植羅直樹
救急救命東京研修所/
総務部総務諜課長補佐

~救急救命九州研修所~

I(yushu 

中村篤志
救急救命九州、|研修所/

総務部総務課課長補佐

ー
は
じ
め
に

東
京
都
南
西
部
、
都
心
か
ら
約
四

O
M
圏
に
位
置
す
る

八
王
子
市
の
郊
外
に
救
急
救
命
東
京
研
修
所
が
あ
り
ま
す
。

八
王
子
市
は
、
か
つ
て
江
戸
時
代
は
甲
州
街
道
の
宿
場

町
と
し
て
、
ま
た
、
織
物
の
町
と
し
て
栄
え
た
と
こ
ろ
で
す
。

市
の
西
側
に
は
、
高
尾
山
等
を
は
じ
め
緑
豊
か
な
丘
陵

や
河
川
が
続
き
、
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

多
摩
地
域
の
中
心
で
、
大
学
や
短
大
が
多
く
、
学
園
都

市
で
も
あ
り
ま
す
。

救
急
救
命
東
京
研
修
所
の
沿
革

こ
の
救
急
救
命
東
京
研
修
所
は
、
平
成
五
年
そ
の
前
身

で
あ
る
救
急
救
命
中
央
研
修
所
(
東
京
都
台
東
区
上
野
)

か
ら
現
在
の
名
称
に
変
更
さ
れ
、
同
年
一

O
月
一
日
に
現

在
の
地
に
新
築
・
移
転
し
ま
し
た
。

移
転
し
た
際
に
は
、
半
年
ご
と
の
各
期
に
一
一

O
O名、

年
間
四

O
O名
の
教
育
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
救

急
救
命
士
養
成
枠
の
拡
充
の
要
請
に
応
え
る
た
め
、
平
成

八
年
度
か
ら
拡
張
整
備
に
着
手
し
ま
し
た
。

平
成
一

O
年
四
月
一
日
増
築
工
事
が
完
成
し
た
後
は
、

研
修
生
の
受
入
れ
枠
が
各
期
一

O
O名
増
加
さ
れ
、
年
間

六
O
O名
の
教
育
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。

2 

3

施
設
概
要

二
万

2m
を
超
え
る
広

大
な
敷
地
に
、
地
上
七

階
建
の
建
物
が
二
棟

(
西
棟
と
東
棟
)
繋
が

っ
て
い
ま
す
。

研
修
施
設
と
し
て
、

大
小
併
せ
て
九
か
所
の

教
室
の
他
に
実
習
室
、

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

室
、
講
堂
、
体
育
館
、

ー
は
じ
め
に

か
ん

福
岡
県
北
九
州
市
は
、
九
州
の
最
北
端
に
位
置
し
、
関

も
ん門
海
峡
を
は
さ
ん
で
本
州
と
九
州
を
結
ぶ
交
通
の
要
所

で
、
九
州
の
玄
関
口
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
域
の
大
部
分
は
、
東
部
の
企
救
山
系
と
中
央
部
か
ら

ふ
く
ち

南
に
の
び
る
福
知
日
山
系
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
、
北
部
は
、

ひ

び

き

な

だ

す

お

う

な

だ

響
灘
、
南
東
部
は
周
防
灘
に
面
し
、
陸
地
が
広
が
っ
て

い
る
豊
か
な
自
然
が
息
づ
く
潤
い
と
水
辺
の
「
H
O
T
す

る
街
北
九
州
」
で
す
。

や

は

た

救
急
救
命
九
州
研
修
所
は
、
北
九
州
市
最
西
端
の
八
幡

に

し

く

お

り

お

西
区
折
尾
地
区
に
位
置
し
、
周
辺
は
、
産
業
医
科
大
学
を

は
じ
め
、
大
学
や
高
校
が
立
ち
並
ぶ
学
園
都
市
で
、
そ
の

北
側
に
は
市
の
整
備
計
画
に
基
づ
く
「
学
術
研
究
都
市
」

の
構
築
が
進
ん
で
い
ま
す
。

2

救
急
救
命
九
州
研
修
所
の
沿
革

救
急
救
命
九
州
研
修
所
は
、
「
西
日
本
地
域
に
お
け
る

救
急
隊
員
の
教
育
訓
練
施
設
を
整
備
す
る
」
と
い
う
方
針

の
も
と
、
施
設
の
建
設
、
教
育
内
容
の
調
整
、
講
師
の
確

保
及
び
教
育
資
機
材
の
整
備
等
の
開
校
準
備
を
行
い
、
平

成
七
年
三
月
二
八
日
に
開
校
し
ま
し
た
。

平
成
七
年
四
月
、
第
一
期
研
修
生
が
入
学
し
て
以
来
、

半
年
毎
の
各
期
に
二

O
O名
、
年
間
四

O
O名
の
教
育
訓

練
を
行
い
、
平
成
一
五
年
三
月
末
ま
で
の
卒
業
延
人
数

は
、
約
一
二
、
二

O
O名
と
な
り
ま
す
。

3

施
設
概
要

約
一
五
、

o
o
o
dの
敷
地
に
地
上
六
階
(
一
部
三
階
)

建
て
の
建
物
が
あ
り
、
外
周
部
は
様
々
な
植
物
を
植
栽
す

る
こ
と
で
、
研
修
所
周
辺
の
住
宅
地
と
の
調
和
を
保
っ
て

い
ま
す
。

研
修
施
設
は
、
視
聴
覚
教
室
、
普
通
教
室
、
実
習
室
、

講
堂
、
図
書
室
等
を
備
え
て
お
り
、
二
階
以
上
の
階
に
は
、

二
O
O
室
を
超
え
る
全
寮
制
個
室
及
び
談
話
室
が
あ
り
ま

す。
ま
た
、
福
利
厚
生
施
設
と
し
て
、
食
堂
、
大
浴
場
等
が

東京都八王子市南大沢4-6山
出
4
』在所

21 ，276m 敷地面積

6，964m 建築面積

18.379m 

鉄骨鉄筋コンクリー卜造

地上7階(一部3階)

|管理部門|所長室、応接室、会議室、事務室、教

授室、救急救命普及センター、防災センター、管

理事務室、車庫等

|研修部門普通教室、視聴覚教室、実習室、講堂、

体育館、シミュレーション室、図書室等

|宿泊・厚生部門|研修生宿泊室、講師宿泊室、談

話室、食堂、ラウンジ、大浴場、ランドリ一、ア

スレチックルーム、テニスコート等

主な施設
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主たる建築

物構造等

図
書
室
等
を
備
え
て
い
ま
す
。

二
階
以
上
の
階
に
は
三

O
O
室
を
超
え
る
全
寮
制
個
室

が
あ
り
ま
す
。

福
利
厚
生
施
設
と
し
て
、
食
堂
、
大
浴
場
、
ア
ス
レ
チ

ッ
ク
ル
ー
ム
な
ど
が
あ
り
屋
外
に
は
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
が
設

備
さ
れ
て
い
ま
す
。 延床面積

4

お
わ
り
に

救
急
救
命
東
京
研
修
所
が
開
校
し
て
、
今
年
一

O
月
で

一
O
年
目
と
な
り
ま
す
。

今
後
も
施
設
ス
タ
ッ
フ
の
協
力
の
下
、
日
頃
の
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
の
ほ
か
、
定
期
的
な
保
守
点
検
や
必
要
な
修
繕
を

行
い
、
六
か
月
ご
と
に
迎
え
る
三

O
O名
の
研
修
生
が
、

救
急
救
命
士
国
家
試
験
合
格
に
向
け
て
研
修
生
活
に
集
中

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
施
設
の
維
持
管
理
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

休
憩
時
間
等
は
、
研
修
所

内
に
あ
る
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
ル

ー
ム
で
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や

外
周
道
路
で
の
ジ
ョ
ギ
ン

グ
、
研
修
所
前
の
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
で
の
水
泳
、
パ
ト

ミ
ン
ト
ン
な
ど
、
楽
し
み
な

が
ら
体
力
維
持
に
努
め
る
研

修
生
も
い
ま
す
。

4

お
わ
り
に

平
成
一
五
年
三
月
に
は
、
救
急
救
命
九
州
研
修
所
が
開

校
し
て
、
七
年
と
な
り
ま
す
。

研
修
生
が
救
急
救
命
士
国
家
試
験
合
格
に
向
け
て
訓
練

研
修
に
集
中
で
き
る
よ
う
、
ま
た
、
快
適
な
研
修
生
活
が

送
れ
る
よ
う
、
今
後
更
に
施
設
ス
タ
ッ
フ
と
努
力
、
協
力

し
て
、
施
設
の
維
持
管
理
を
徹
底
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

福岡県北九州市八幡西区大浦3-8-1片
山
4
l
J
 

在所

15，718ぱ敷地面積

4，070ぱ建築面積

鉄骨鉄筋コンクリー卜造

地上6階 (->>s3階)

|管理部門|所長室、応接室、会議室、事務

室、教授室、防災センター、管理人室、車

庫等

!研修部門|普通教室、視聴覚教室、実習室、

講堂、図書室等

|宿泊・厚生部門研修生宿泊室、講師宿泊

室、談話室、食堂、ラウンジ、大浴場、ラ

ンドリ…、アスレチックルーム等

11，3oom 延床面積

主たる建築

物構造等

主な施設
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覇
連
載
読
み
物

4あ

病
い

第
相
田

贈
り
も
の

「
生
き
て
仰
ぐ
空
の
高
さ
」||
瀬
石
の
場
合

明
治
四
十
三
(
一
九
一

O
)
年
、
四
十
三
歳
の
夏

目
激
石
は
、
こ
ん
な
匂
を
詠
ん
で
い
る
。

と
ん
ぼ

生
き
て
仰
ぐ
空
の
高
さ
よ
赤
騎
蛤

こ
の
年
、
激
石
は
胃
潰
蕩
を
患
い
、
療
養
先
の
伊

豆
の
修
善
寺
の
旅
館
で
大
吐
血
し
、
人
事
不
省
に
陥

っ
た
。
い
わ
ゆ
る
「
修
善
寺
の
大
患
」
で
あ
る
。
危

う
く
死
を
免
れ
、
よ
う
や
く
人
心
地
が
つ
い
た
と

き
、
激
石
が
詠
ん
だ
の
が
こ
の
句
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
何
日
か
の
入
院
生
活
か
ら
わ
が
家
に

戻
り
、
ふ
だ
ん
見
慣
れ
た
な
ん
で
も
な
い
庭
先
の
草

花
な
ど
を
目
に
し
た
と
き
、
だ
れ
し
も
そ
の
あ
ま
り

の
新
鮮
さ
や
輝
き
に
、
思
わ
ず
涙
が
こ
み
あ
げ
て
く

る
よ
う
な
感
動
を
お
ぼ
え
る
も
の
で
あ
る
。

生
き
か
え
っ
て
ふ
と
仰
い
だ
空
、
そ
の
空
の
な
ん

と
高
く
澄
み
あ
が
っ
て
い
る
こ
と
か
:
:
・
。

文一立川昭二
北里大学名誉教授

ブ口フィール

たつかわ しようU
医療史専攻。文化史・生活史

の視点か5病気・医療を追
究。主な著書に、『病気の社

会史j(NH Kプ、ツクス)r歴
史紀行・死の風景.i(朝日新

聞社)r臨死のまなざしj(新
潟社)rからだの文化誌.i(文
璽春秋)r生と死の現在.i(岩
波書届)r日本人の死生観』
(筑摩書房)など。

ふ
だ
ん
は
空
の
高
さ
な
ど
気
に
も
し
て
い
な
い
。

い
や
、
日
頃
は
空
を
わ
ざ
わ
ざ
仰
ぐ
こ
と
す
ら
な

い
。
大
病
が
癒
え
、
命
を
取
り
戻
し
た
と
き
だ
か
ら

こ
そ
、
空
を
仰
ぎ
、
そ
の
高
さ
に
は
じ
め
て
気
が
つ

い
た
の
で
あ
る
。

救怠救命第10号 18

し
か
し
、
激
石
が
気
が
つ
い
た
の
は
「
空
の
高
さ
」

カ
ゆ

だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
彼
は
自
記
に
、
「
粥
も
旨
い
。

ビ
ス
ケ
ッ
ト
も
旨
い
。
オ
ー
ト
ミ
ー
ル
も
旨
い
。
人

間
食
事
の
旨
い
の
は
幸
福
で
あ
る
。
」
と
書
い
て
い

る。
そ
し
て
、
病
中
の
こ
と
を
つ
づ
っ
た
「
思
い
出
す

事
な
ど
』
(
明
治
四
十
四
年
)
で
、
彼
は
「
世
の
人

は
皆
自
分
よ
り
親
切
な
も
の
」
で
あ
り
、
「
住
み
に

く
い
と
の
み
観
じ
た
世
界
に
忽
ち
暖
か
な
風
が
吹
い

た
」
と
し
み
じ
み
と
つ
づ
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
病
気
に
感
謝
し
た
激
石
は
、
「
善
良

な
人
間
に
な
り
た
い
」
と
あ
ま
り
に
も
率
直
に
告
白

し
、
世
間
並
み
の
「
幸
福
」
と
い
う
こ
と
ば
を
使
っ

て
心
身
の
多
幸
感
を
吐
露
し
、
は
じ
め
て
世
間
と
和

解
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

病
気
ゆ
え
に
体
験
す
る
こ
と
の
で
き
た
「
幸
福
」

の
発
見
で
あ
り
、
世
間
へ
の
「
感
謝
の
念
」
で
あ
り
、

人
間
と
し
て
の
新
生
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
心
身
の
幸
福
感
も
感
謝
の
念
も
、

東
京
の
病
院
に
戻
っ
て
し
ば
ら
く
す
る
と
、
社
会
的



義
務
や
世
間
的
俗
事
に
と
ら
わ
れ
、
た
ち
ま
ち
失
わ

れ
て
い
く
。
激
石
は
そ
の
悔
し
さ
を
妻
あ
て
の
手
紙

で
、
「
し
ば
ら
く
休
息
の
出
来
る
の
は
病
気
中
で
あ

る
。
其
病
気
中
に
い
ら
/
¥
す
る
程
い
や
な
事
は
な

い
。
お
れ
に
取
っ
て
有
難
い
大
切
な
病
気
だ
。
ど
う

か
楽
に
さ
せ
て
く
れ
」
と
痛
々
し
い
ほ
ど
の
こ
と
ば

で
訴
え
る
の
で
あ
る
。

激
石
に
と
っ
て
、
病
気
は
「
有
難
い
大
切
な
」
贈

り
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

「
ま
こ
と
の
我
巴
か
へ
る
」|
|
啄
木
の
場
合

夏
目
激
石
が
入
院
し
て
い
た
と
き
見
舞
い
に
来
た

ひ
と
り
に
石
川
啄
木
が
い
る
。

そ
の
啄
木
は
、
激
石
の
「
修
善
寺
の
大
患
」
の
翌

明
治
四
十
四
年
、
東
京
大
学
付
属
病
院
に
入
院
す

る
。
病
名
は
腹
膜
炎
。
四
十
日
間
の
入
院
中
に
彼
は

患
者
の
心
理
を
見
事
に
表
現
し
た
歌
を
詠
ん
で
い

る
。
そ
れ
ら
は
死
後
に
出
版
さ
れ
た
第
二
歌
集
『
悲

し
き
玩
具
」
の
中
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
次

の
よ
う
な
歌
が
あ
る
。

病
院
に
来
て
、

妻
や
子
を
い
つ
く
し
む

ま
こ
と
の
我
に
か
へ
り
け
る
か
な
。

ふ
だ
ん
は
な
に
か
と
不
満
に
思
い
憎
し
み
ま
で
抱

い
て
い
た
「
妻
や
子
」
、
そ
れ
が
病
気
に
な
り
、
家

族
と
離
れ
、
病
院
に
来
て
み
る
と
、
急
に
い
と
お
し

く
思
え
る
。
こ
の
「
妻
や
子
を
い
つ
く
し
む
」
心
に

な
っ
た
自
分
に
気
づ
き
、
そ
の
自
分
の
心
の
あ
り
よ

う
に
驚
き
、
「
ま
こ
と
の
我
」
を
あ
ら
た
め
て
見
つ

め
直
す
。

健
康
で
過
ご
し
て
い
る
と
き
、
人
は
日
常
の
生
活

や
人
間
関
係
に
流
さ
れ
、
本
当
の
自
分
と
い
う
も
の

を
意
識
し
確
認
す
る
こ
と
は
な
か
な
か
で
き
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
病
気
に
な
る
と
、
日
常
的
な
生
活
や

人
間
関
係
か
ら
引
き
離
さ
れ
、
病
苦
と
い
う
他
人
と

共
有
し
に
く
い
心
身
の
出
来
事
に
直
面
さ
せ
ら
れ
、

だ
れ
し
も
否
応
な
く
自
分
と
向
き
合
わ
ざ
る
を
得
な

く
な
る
。

人
は
、
そ
の
隠
れ
た
真
の
自
己
の
発
見
に
驚
き
、

健
康
と
い
う
日
常
性
の
中
に
い
た
と
き
の
自
己
と
の

亀
裂
に
樗
然
と
す
る
。
そ
し
て
、
自
分
に
と
っ
て
何

が
い
ち
ば
ん
大
事
な
も
の
で
あ
る
か
を
あ
ら
た
め
て

知
る
の
で
あ
る
。

啄
木
の
場
合
、
ふ
だ
ん
は
痛
に
さ
わ
り
怒
り
の
種

で
し
か
な
か
っ
た
妻
や
子
、
そ
れ
が
病
院
に
来
て
み

る
と
彼
ら
を
い
つ
く
し
む
心
に
な
っ
て
い
る
自
分
、

そ
の
「
ま
こ
と
の
我
」
と
い
う
隠
れ
た
「
我
」
に
向

き
合
う
の
で
あ
っ
た
。

い
っ
ぽ
う
、
人
は
病
気
に
な
る
と
、
「
妻
や
子
を

い
つ
く
し
む
」
自
分
を
知
る
ば
か
り
と
は
か
ぎ
ら
な

い
。
む
し
ろ
反
対
に
、
病
気
に
な
っ
て
妻
(
夫
)
や

子
の
本
牲
に
気
づ
き
、
妻
(
夫
)
や
子
に
愛
想
が
つ

き
る
場
合
も
あ
る
。
と
き
に
は
、
病
む
こ
と
に
よ
っ

て
妻
(
夫
)
や
子
以
上
に
自
分
に
と
っ
て
大
事
な
も

の
が
あ
る
こ
と
を
知
る
場
合
も
あ
る
。

夏
目
激
石
の
未
完
の
大
作
「
明
暗
」
(
大
正
六
年
)

は
、
主
人
公
津
田
の
痔
の
手
術
に
は
じ
ま
る
。
こ
の

場
面
は
激
石
の
実
体
験
に
も
と
づ
い
て
い
る
。

手
術
後
に
津
田
は
局
部
に
「
神
経
作
用
」
と
思
わ

れ
る
痛
み
に
襲
わ
れ
る
。
こ
の
「
彼
が
局
部
か
ら
受

い
や

け
る
厭
な
筋
肉
の
感
じ
は
」
、
「
病
気
で
寝
て
ゐ
る
夫

を
捨
て
¥
一
日
の
歓
楽
に
走
っ
た
」
妻
の
行
為
が
、

「
彼
の
神
経
を
過
敏
に
し
た
」
結
果
、
起
こ
っ
た
も

の
と
考
え
る
。

心
の
痛
み
は
ま
た
肉
体
の
痛
み
を
増
幅
さ
せ
る
。

津
田
に
と
っ
て
、
旺
門
の
神
経
性
の
痛
み
は
妻
へ
の

不
信
感
を
つ
の
ら
せ
て
い
っ
た
。
手
術
後
の
静
養
の

た
め
湯
河
原
温
泉
に
行
っ
た
津
田
は
、
そ
こ
で
再
会

し
た
清
子
に
傾
斜
し
て
い
く
。

病
む
こ
と
に
よ
っ
て
人
は
否
応
な
く
真
の
「
自

己
」
に
引
き
戻
さ
れ
、
ま
た
人
は
病
む
こ
と
で
真
の

「
他
者
」
を
知
る
。
病
は
し
た
が
っ
て
人
を
真
の
「
自

己
」
と
真
の
「
他
者
」
に
出
会
わ
せ
る
。
た
し
か
に
、

人
は
病
気
に
な
っ
た
た
め
、
ま
た
入
院
し
た
た
め
、

健
康
で
は
到
底
会
う
機
会
も
な
か
っ
た
人
と
の
出
会

い
を
体
験
す
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
啄
木
は
死
ぬ
数
十
日
前
の
日
記
に
、
金
策

を
頼
ん
だ
友
人
の
森
田
草
平
が
来
て
、
「
外
に
工
夫

が
な
か
っ
た
か
ら
夏
目
さ
ん
の
奥
さ
ん
へ
行
っ
て
十

円
貰
っ
て
来
た
と
い
っ
て
、
そ
れ
を
出
し
た
。
私
は

全
く
恐
縮
し
た
。
ま
だ
夏
目
さ
ん
の
奥
さ
ん
に
は
お

目
に
か
=
っ
た
事
も
な
い
の
で
あ
る
」
と
記
し
て
い

る
。
四
日
後
に
啄
木
は
激
石
の
夫
人
鏡
子
に
礼
状
を

書
い
て
い
る
。

激
石
と
啄
木
の
関
に
は
、
病
気
が
と
り
も
っ
こ
ん

な
隠
れ
た
出
会
い
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
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救急救命士をめざす人たちへ

MESSAGE 

救
急
救
命
士
の
養
成
課
程
の
教
育
に
携
わ
っ
て
二
年
が

経
過
し
、
い
ろ
い
ろ
な
体
験
を
さ
せ
て
い
た
、
だ
い
た
。
感

銘
深
い
も
の
も
多
々
あ
っ
た
。
初
め
は
非
常
に
緊
張
し
て

い
た
が
、
段
々
と
慣
れ
で
き
た
ら
私
の
個
性
が
出
て
き
た

自治医科大学救急部初期の頃の看護師さんらと右端が鈴川正之救急医
学教授、左端が著者

r 11an for others 
他者のために生きる」

と
思
う
。
多
く
の
研
修
生
は
私
の
大
声
、
ス
ピ
ー
ド
講
義

に
困
惑
さ
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
ま
た
、
私
の
奇

人
ぶ
り
に
も
驚
か
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。

私
は
通
常
の
過
程
で
医
師
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
の
で
、

こ
こ
で
の
仕
事
ぶ
り
は
自
分
の
人
生
を
反
映
し
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
日
々
考
え
て
い
る
。

思
え
ば
、
自
治
医
科
大
学
救
急
医
学
教
室
に
お
い
て
初

代
の
沼
田
克
雄
教
授
、
第
二
代
日
の
鈴
川
正
之
教
授
か
ら

救
急
医
学
と
い
う
学
間
以
外
に
人
関
と
し
て
ど
う
あ
る
べ

き
か
、
医
師
と
し
て
患
者
さ
ん
に
ど
う
向
き
合
う
べ
き
か

と
い
う
こ
と
を
自
治
医
大
に
救
急
医
学
教
室
が
開
設
さ
れ

て
以
来
指
導
を
受
け
て
き
た
。
自
治
医
大
で
の
診
療
業
務

を
通
し
て
自
分
の
無
力
の
た
め
救
命
で
き
た
患
者
さ
ん
が

死
ん
で
し
ま
っ
た
こ
と
や
患
者
さ
ん
や
患
者
さ
ん
の
家
族

に
適
切
な
態
度
、
言
葉
遣
い
だ
っ
た
だ
ろ
う
か
な
ど
と
後

で
思
い
在
し
た
り
、
反
省
点
は
山
の
よ
う
に
あ
る
。
そ
う

し
た
師
方
々
か
ら
教
育
さ
れ
て
き
た
根
底
の
思
想
に
は

「
患
者
さ
ん
に
は
優
し
く
」
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
と

ず
っ
と
思
っ
て
き
た
。
そ
う
し
た
自
分
の
体
験
か
ら
、
救

命
士
を
目
指
す
方
々
に
少
し
高
慢
な
表
現
か
も
し
れ
な
い

が
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
く
こ
と
に
な
っ
た
。
救
命
士
は
医
療

文一奈良浩介
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従
事
者
で
あ
る
と
い
う
前
提
は
当
然
の
事
と
し
て
理
解
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

①
是
非
皆
さ
ん
本
を
読
み
ま
し
ょ
う

本
を
読
む
と
い
う
の
は
医
学
書
や
参
考
書
を
読
む
と
い

う
意
味
で
は
な
い
。
ド
ス
ト
エ
ア
ス
キ
ー
や
夏
目
激
石
な

ど
の
古
来
か
ら
多
く
の
人
々
に
読
ま
れ
て
い
る
よ
う
な
良

書
を
読
む
と
い
う
事
で
あ
る
。
文
学
、
哲
学
、
宗
教
な
ど

真
理
を
与
え
る
書
物
に
慣
れ
親
し
む
の
で
あ
る
。
最
近
は

医
学
部
に
入
学
し
て
く
る
学
生
も
ほ
と
ん
ど
読
ん
で
い
な

い
事
に
は
驚
い
て
い
る
。
受
験
勉
強
に
関
係
な
い
よ
う
な

書
物
は
読
ま
な
い
風
潮
な
の
だ
ろ
う
か
?
良
い
書
物
は
人

生
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
、
己
の
内
面
を
豊
か
に
さ
せ

て
く
れ
る
。
医
療
従
事
者
が
か
か
わ
る
相
手
は
さ
ま
ざ
ま

な
人
間
で
あ
る
。
人
間
に
つ
い
て
多
く
知
る
と
い
う
た
め

に
は
是
非
、
読
書
の
習
慣
を
身
に
付
け
て
い
た
だ
き
た

い
。
今
か
ら
で
も
間
に
合
う
の
で
、
試
験
勉
強
ば
か
り
に

と
ら
わ
れ
ず
少
し
の
時
間
で
で
も
良
い
書
物
に
触
れ
る
習

慣
を
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
。

②
自
己
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
習
慣
と
道
徳
心
を
身
に
つ
け

ト
品
、
つ
ノ

世
の
中
に
生
き
て
い
る
と
さ
ま
ざ
ま
な
煩
悩
に
襲
わ
れ
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る
。
美
味
し
い
物
を
食
べ
た
い
。
き
れ
い
な
女
性
と
仲
良

し
に
な
り
た
い
。
ブ
ラ
ン
ド
品
を
身
に
つ
け
た
い
。
等
、

枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。
生
き
て
い
る
限
り
、
煩
悩
と
戦

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
人
生
か
も
し
れ
な
い
。
し
か

し
、
煩
悩
に
流
さ
れ
て
し
ま
っ
て
は
人
生
は
終
わ
り
だ
。

煩
悩
に
流
さ
れ
な
い
よ
う
に
し
っ
か
り
し
た
自
己
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
が
生
き
て
い
る
限
り
要
求
さ
れ
る
の
だ
。

そ
れ
か
ら
、
道
徳
心
、
分
か
り
易
く
表
現
す
れ
ば
利
他

の
精
神
、
母
親
が
子
供
に
愛
情
を
注
ぐ
よ
う
な
心
と
で
も

申
し
ま
し
ょ
う
か
。
医
療
関
係
者
に
は
特
に
道
徳
心
が
求

め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
自
己
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
も
道
徳
心
も

医
療
従
事
者
が
一
生
か
け
て
追
求
す
る
べ
き
も
の
で
あ
っ

て
、
そ
う
い
う
私
も
実
は
ま
だ
全
然
ダ
メ
で
あ
る
。

③
た
ゆ
ま
な
い
勉
学
の
精
神
と
規
律
あ
る
日
常
生
活
習

慣
を
確
立
す
る

医
療
従
事
者
は
専
門
職
で
あ
り
、
一
生
涯
勉
強
す
る
事

を
要
求
さ
れ
る
。
勉
強
を
す
る
た
め
に
は
生
活
を
自
ら
律

阪神淡路大震災の時、自治医大壁療チームとして学校の仮
設診療所内で

す
る
こ
と
に
な
る
。
い
つ
も
だ
ら
だ
ら
と
し
た
生
活
習
慣

で
は
ダ
メ
で
あ
る
。
時
間
を
決
め
て
勉
学
す
る
習
慣
を
身

に
付
け
る
。
特
に
資
格
試
験
を
取
得
し
た
後
に
こ
そ
、
こ

う
し
た
習
慣
は
特
に
要
求
さ
れ
る
の
だ
。
生
涯
学
習
を
続

け
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
こ
れ
は
厳
し
い
ぞ
!
仕
事
を
し

て
い
る
と
様
々
な
誘
惑
が
あ
る
か
ら
大
変
だ
!
し
か
し
、

真
の
意
味
で
尊
敬
さ
れ
る
匿
療
従
事
者
と
な
る
た
め
に
は

必
要
な
事
な
の
だ
。
第
一
、
す
べ
て
の
不
勉
強
は
患
者
さ

ん
に
最
終
的
に
不
利
益
を
与
え
か
ね
な
い
。

④
宗
教
的
な
精
神
を
持
つ
こ
と

宗
教
と
い
っ
て
も
何
々
経
と
か
に
こ
だ
わ
る
必
要
は
な

い
。
日
本
は
文
明
国
で
あ
り
な
が
ら
宗
教
的
バ
ッ
ク
ボ
ー

ン
が
無
い
国
と
言
わ
れ
て
い
る
か
ら
仕
方
が
無
い
。
し
か

し
、
人
間
の
存
在
の
小
さ
さ
を
知
る
。
決
し
て
倣
慢
に
な

ら
な
い
。
人
間
を
と
り
ま
く
大
い
な
る
存
在
に
畏
敬
の
心

を
持
つ
こ
と
は
大
切
だ
。
知
識
や
技
術
が
身
に
つ
い
て
向

上
し
て
く
る
と
、
つ
い
「
自
分
は
で
き
る
医
療
従
事
者
だ
」

な
ん
て
思
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
の

よ
う
な
こ
と
は
小
さ
な
こ
と
に
過
ぎ
な
い
の
だ
。
い
つ
も

謙
虚
な
心
を
持
っ
て
、
日
々
精
進
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

⑤
患
者
さ
ん
を
は
じ
め
生
き
と
し
生
け
る
存
在
に
慈
し

み
や
愛
の
心
を
持
つ
こ
と
(
マ
ン
・
フ
ォ

l
・
ア
ザ
1
ズ
)

患
者
さ
ん
は
苦
し
み
に
さ
い
な
ま
れ
て
い
る
存
在
で
あ

る
。
患
者
さ
ん
に
慈
し
み
ゃ
愛
の
心
を
持
つ
こ
と
は
医
療

従
事
者
と
し
て
最
低
限
必
要
な
事
柄
で
あ
る
。
最
近
は
大

学
病
院
な
ど
で
若
い
研
修
医
の
倣
植
民
な
態
度
や
、
不
適
切

な
言
葉
遣
い
が
目
に
付
く
。
ど
ん
な
に
知
識
や
技
術
が
優

れ
て
い
て
も
患
者
さ
ん
に
対
し
て
の
言
葉
遣
い
や
態
度
が

悪
け
れ
ば
医
療
従
事
者
と
し
て
は
失
格
で
あ
る
。
患
者
さ

ん
に
は
キ
リ
ス
ト
教
で
い
う
「
無
私
の
愛
」
、
仏
教
で
い

う
「
慈
悲
」
の
精
神
が
常
に
要
求
さ
れ
る
の
だ
D

そ
れ
だ

け
た
ゆ
ま
な
く
自
己
研
鐙
が
必
要
な
の
だ
。

⑥
周
囲
と
協
調
性
を
保
ち
続
け
る
こ
と

医
療
従
事
者
と
し
て
協
調
性
も
必
要
最
低
の
条
件
で
あ

る
口
和
を
持
っ
て
尊
し
と
な
す
口
聖
徳
太
子
以
来
の
日
本

の
伝
統
的
な
考
え
で
あ
る
。
協
調
性
の
破
綻
は
患
者
さ
ん

に
不
利
益
を
招
く
こ
と
に
な
る
口
協
調
性
を
保
つ
ヒ
ン
ト

は
お
互
い
を
尊
重
し
あ
う
こ
と
。
完
壁
な
人
間
な
ど
い
な

い
。
他
人
の
中
傷
や
非
難
な
ど
は
医
療
人
と
し
て
、
人
間

と
し
て
、
行
つ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
最
低
限
の

マ
ナ
ー
と
し
て
覚
え
て
お
き
た
い
。

⑦

平

静

の

心

医
療
に
従
事
し
て
い
る
と
想
定
外
の
突
然
の
ア
ク
シ
デ

ン
ト
に
遭
遇
す
る
こ
と
が
あ
る
。
現
場
の
第
一
線
で
活
躍

す
る
救
命
士
の
方
々
は
特
に
そ
う
し
た
機
会
が
多
い
こ
と

だ
ろ
う
。
し
か
し
、
ど
ん
な
境
遇
に
置
か
れ
よ
う
と
も
冷

静
で
沈
着
し
た
態
度
は
重
要
で
あ
る
。
昔
、
ウ
ィ
リ
ア
ム

・
オ
ス
ラ
l
と
い
う
ジ
ョ
ン
ズ
ホ
プ
キ
ン
ス
大
学
の
内
科

教
授
が
医
療
従
事
者
に
は
平
静
の
心
が
必
要
で
あ
る
と
説

か
れ
た
が
、
実
際
に
大
変
重
要
な
こ
と
で
あ
る
と
思
う
。

以
上
、
少
し
固
い
表
現
で
医
療
従
事
者
と
し
て
の
目
標

と
す
べ
き
点
に
つ
い
て
私
見
を
述
べ
た
。

ま
と
め
て
、
医
療
従
事
者
と
し
て
最
低
限
、
目
指
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
の
は

ω
真
理
を
求
め
、
た
え
ず
学
び
続
け
る
心

凶
良
い
も
の
、
美
し
い
も
の
を
愛
す
る
心

川
自
分
の
力
を
喜
ん
で
人
々
の
た
め
に
生
か
す
心

同
己
の
小
さ
さ
を
知
り
、
大
い
な
る
存
在
に
対
し
て

畏
敬
の
念
を
持
つ
心

そ
う
い
う
私
も
求
道
の
最
中
で
あ
り
、
死
に
至
る
ま
で

達
成
で
き
る
可
能
性
は
自
信
が
な
い
。
た
だ
、
救
命
士
を

目
指
す
方
々
へ
の
エ

l
ル
と
し
て
贈
り
た
い
!
技
術
や
知

識
を
身
に
つ
け
る
の
も
結
構
だ
が
、
根
底
に
必
要
な
の
は

人
間
と
し
て
の
生
き
方
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
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--携帯端末によるイン

を利用したトリアージ

集システム
横浜市消防局審訪部救急課

浜開和友
横浜市立大学医学部附属市民総合医療センター救命救急センター

橘田要一、小菅宇之、森脇義弘、
岩下真之、鈴木卓、杉出貢

自

的

近
年
の
救
急
救
命
士
及
び
救
急
隊
員
の
救
急
患
者

の
観
察
、
評
価
能
力
に
は
向
上
が
み
ら
れ
、
ま
た

P

T
E
C
な
ど
の
救
急
外
傷
患
者
の
観
察
、
評
価
や
処

置
の
教
育
訓
練
も
広
ま
り
つ
つ
あ
る
。
し
か
し
救
急

救
命
士
及
び
救
急
隊
員
個
人
の
能
力
差
や
経
験
差
も

あ
り
、
さ
ら
に
災
害
等
で
負
傷
者
が
多
数
い
る
場
合

は
本
来
の
能
力
が
十
分
に
発
揮
で
き
な
い
事
態
や
、

適
切
に
行
っ
た
観
察
・
評
価
結
果
も
情
報
伝
達
の
混

乱
の
た
め
に
正
確
に
伝
わ
ら
な
い
と
い
っ
た
事
例
も

存
在
す
る
。
一
方
、
近
年
の
情
報
技
術
の
進
歩
は
目

覚
ま
し
く
、
現
場
の
情
報
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利

用
し
て
本
部
に
送
信
し
本
部
で
一
元
的
に
管
理
し
、

逆
に
本
部
か
ら
現
場
へ
適
切
な
指
示
を
送
る
こ
と
が

実
用
化
さ
れ
て
い
る
分
野
も
あ
る
。
そ
こ
で
我
々
は

外
傷
患
者
の
観
察
・
評
価
項
目
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
通
し
て
救
急
隊
に
提
供
し
、
複
数
の
負
傷
者
が
い

る
場
合
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
ホ

l
ム
ペ
ー

ジ
に
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
で
簡
単
な
ト
リ
ア

l
ジ
の

方
法
の
情
報
が
得
ら
れ
、
ま
た
負
傷
者
が
単
数
の
場

合
は
観
察
・
評
価
項
目
を
提
示
し
、
そ
の
結
果
を
フ

ォ
ー
ム
に
返
答
す
る
形
で
救
急
隊
か
ら
送
信
す
る
シ

ス
テ
ム
を
試
作
し
、
救
急
現
場
で
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
利
用
と
こ
れ
に
よ
る
ト
リ
ア

I
ジ
の
標
準
化
及
び

情
報
伝
達
の
効
率
化
・
高
度
化
の
可
能
性
を
検
討
し

た。{万

法
}

① 

ト
リ
ア

i
ジ
の
方
法

こ施重す香 ・・・・・・・・・・・・・ペ満ゃな身 ②し択定
と設症る号以意酸血脈呼呼前胸骨頚撞榛 plた疾い体身 たしし大
とへ度もも上識素圧拍吸吸胸郭盤動孔骨宮.ジす病、所体負 O 図て事
しのをの入のレ飽 数回音部動動脈不動 Eでもに情見所傷 1迅故
た搬反と力身ベ和 数左皮揺揺拍同紙弓提の特報で見者 の速災
O 送映しし体ル度 右下性性動 拍 5 供と異のあかの よ、害
適すて、所 差気 動邑しし的取りら観う単で
応る遠さ見 腫 Eたてな得か得察な純多
もも方らに ね O 以もにつら・情か数
救ののに加 江下の時情れ評報つの

日急、と施負え 。 ので間報る価 を再負
隊し設傷て の項なをの情項ホ現傷
のてへ者年 遅日い要取報日 l性者
判二のの齢 延を、し得と ムがが
断次搬緊、 採以な方し ベあい
で、送急性 用上い法て I るる
入三の度別 しの、が、ジ方こ
力次可を、 ホ条各煩基 で法と
す救否反登 l件疾雑本 提をを
る急、映録 ムを患で的供選想

救:急救命第10号 22



③
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
環
境
及
び
機
器

救
急
隊
員
が
使
用
す
る
携
帯
端
末
の
使
用
に
あ
た

っ
て
の
条
件
は
、

・
携
帯
し
て
い
て
負
担
に
な
ら
な
い
大
き
さ
及
び
重

さ
で
あ
る
。

・
入
力
画
面
が
比
較
的
大
き
い
。

・
パ
ッ
ク
ラ
イ
ト
機
能
が
あ
り
暗
所
で
も
見
や
す

、ν
-
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
へ
の
接
続
が
煩
雑
で
な
い
。

・
情
報
等
の
キ

i
入
力
操
作
が
容
易
に
行
え
る
仕
様

で
あ
る
。

トリアージの流れ

間母

気道確保後F息を
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呼吸数は10"'-'29回か?

CRTは2秒以内か?

の
項
目
を
検
討
し
、
℃
。
与
え
宍
い
と
し
て
問
。
ョ
『

F

H
V
2
E
E
社
製
す

5
包
忠
討
を
採
用
し
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
と
の
接
続
に
は

Z
寸
寸
ロ
。
(
U
O

冨
ο
社
製
の

同

)
E
E
B
E
R円
を
採
用
し
た
(
図

2
)
。

④
情
報
入
力
の
実
際

i
)
期
間
平
成
二
一
一
年
九
月
三
日
か
ら
一
一
月
三

O
臼

ま
で
の
う
ち
、
サ
ー
バ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
で
一
時
的
に
シ
ス
テ
ム
を
休
止

し
た
三
日
間
を
除
く
八
五
日
間
。

一
日
)
参
加
救
急
隊

横
浜
市
立
大
学
医
学
部
附
属
市
民
総
合
医
療

セ
ン
タ
ー
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
の
あ
る
横
浜
市

南
区
及
ぴ
こ
れ
に
隣
接
す
る
横
浜
市
中
区
に
存

在
す
る
南
、
中
村
町
、
六
ツ
川
、
中
、
山
下
町
、

北
方
の
六
消
防
署
二
一
救
急
隊
を
本
シ
ス
テ
ム

の
参
加
救
急
隊
と
し
た
。

…
山
)
情
報
入
力
プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
の
概
要

1
.
負
傷
者
人
数
の
確
認

複
数
い
る
場
合
は
ト
リ
ア

l
ジ
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
通
じ
て
ト
リ
ア

l
ジ
し
た
結
果
も
左
記

2
で
入
力
す
る
。

2
.
年
齢
、
性
別
、
登
録
番
号
の
入
力

こ
の
時
点
で
自
動
的
に
サ
ー
バ
ー
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
に
入
力
開
始
の
時
間
が
記
録
さ
れ

る。

3
.
身
体
情
報
、
重
症
度
、
緊
急
度
の
入
力

こ
の
入
力
終
了
時
点
で
自
動
的
に
サ
ー
バ

ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
入
力
終
了
の
時
聞
が

記
録
さ
れ
る
。

4
.
搬
送
先
病
院
で
の
診
断
名

各
救
急
隊
が
病
院
か
ら
帰
署
後
、
搬
送
先

医
療
機
関
で
の
診
断
名
を
入
力
す
る
。

-
W
)

適
応
症
例
と
身
体
所
見

原
則
と
し
て
単
独
歩
行
困
難
な
程
度
の
重
症
度

の
外
傷
症
例
を
中
心
と
し
、
可
能
な
場
合
は
他
の

症
例
も
適
応
と
し
た
。
た
だ
し
、
明
ら
か
に
歩
行

不
能
で
あ
る
原
因
が
わ
か
っ
て
い
る
場
合
(
例
一

運
動
中
に
足
を
く
じ
い
た
な
ど
)
は
適
応
外
と
し

た
。
そ
の
他
、
救
急
隊
員
の
判
断
で
、
入
力
操
作

な
ど
が
患
者
の
救
護
活
動
に
支
障
を
き
た
す
と
判

断
し
た
場
合
や
、
患
者
や
家
族
等
の
付
き
添
い
の

協
力
が
得
ら
れ
な
い
と
判
断
し
た
場
合
も
適
応
外

と
し
た
。
ま
た
、
前
記
身
体
所
見
入
力
項
目
の
う

ち
、
一
部
施
行
困
難
で
か
つ
不
必
要
と
救
急
隊
員

が
判
断
し
た
項
目
(
例
一
パ
イ
タ
ル
サ
イ
ン
が
安

定
し
呼
吸
困
難
な
ど
の
訴
え
が
な
い
若
い
女
性
患

者
の
前
胸
部
皮
下
気
腫
の
確
認
や
呼
吸
音
左
右
差

の
確
認
な
ど
)
は
必
ず
し
も
行
わ
な
く
て
も
よ
い

こ
と
と
し
た
。
ま
た
、
ビ
ル
の
か
げ
な
ど
で
電
波

の
状
態
が
不
安
定
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
で

き
な
い
場
合
は
中
止
と
し
た
。

伊国司

令士
市白

果
}

① 

登
録
症
例
内
訳

i
)
登
録
総
数
一
四
一
件

一

日

)

性

別

一

男

性

二

五

例

女

性

六

例

…m)
年
齢
一
平
均
四
四
・
二
歳
(
三
歳
j
九
二

歳
)

W
)

入
力
時
間
一
平
均
一
分
五

23 

秒
(
四
一
秒
j



九
分
四

O
秒
)

V
)

緊
急
度
一
遠
方
施
設
不
可
症
例
三
例

.m)
重
症
度
二
二
次
救
急
施
設
選
定
症
例
三
例

吋
)
搬
送
施
設
一
三
次
施
設
搬
送
症
例
四
例
、

二
次
施
設
搬
送
症
例
三
七
例

②

診

断

名

主
な
診
断
名
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

下
肢
打
撲
・
挫
創
一
七
例
、
頭
部
打
撲
・
挫
創
一

七
例
、
下
肢
骨
折
二
ハ
例
、
腰
部
・
腹
部
打
撲
一
四

例
、
頭
蓋
内
疾
患
(
硬
膜
外
血
腫
な
ど
)
二
二
一
例
、

脊
椎
・
脊
髄
損
傷
二
一
例
、
鎖
骨
骨
折
、
下
肢
不
全

麻
庫
、
股
関
節
痛
、
痘
撃
発
作
、
流
産
、
外
傷
性
心

肺
停
止
一
各
一
例
、
不
明
二
ハ
例

③
三
次
施
設
選
定
症
例
分
析

二
次
施
設
以
下
の
施
設
に
搬
送
し
た
症
例
で
後
に

三
次
施
設
に
再
搬
送
さ
れ
た
症
例
(
い
わ
ゆ
る
ア
ン

ダ
ー
ト
リ
ア
l
ジ
症
例
)
は
な
か
っ
た
。

三
次
施
設
選
定
症
例
三
例
の
観
察
、
評
価
及
び
入

力
結
果
概
要
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

ー
)
症
例
二
五
歳
女
性

診
断
墜
落
に
よ
る
腰
椎
圧
迫
骨
折

入
力
時
間
三
分
四
九
秒

入
力
に
関
す
る
検
討

眼
験
結
膜
貧
血
、
前
胸
部
皮
下
気
腫
、
呼

吸
音
左
右
差
の
入
力
無
し
、
骨
盤
動
揺
性

の
な
い
こ
と
、
血
圧
、
脈
拍
、
呼
吸
数
が

安
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
前
胸
部
皮
下

気
腫
と
呼
吸
音
左
右
差
を
省
略
し
た
こ
と

に
よ
る
影
響
は
な
か
っ
た
と
判
断
し
た
。

一
日
)
症
例
一
五
歳
男
性

診
断
交
通
外
傷
に
よ
る
脳
挫
傷

入
力
時
間
一
分
四
七
秒

入
力
項
目
に
関
す
る
検
討

病
院
到
着
時
所
見
と
入
力
項
目
所
見
の
大

き
な
差
は
な
し
。
搬
送
中
の
意
識
レ
ベ
ル

の
変
化
や
眼
球
の
共
同
偏
位
の
入
力
項
目

は
な
い
が
、
こ
れ
ら
も
観
察
で
き
て
い

た。

…
出
)
症
例
七
三
歳
女
性

診
断
交
通
外
傷
に
よ
る
外
傷
性
心
肺
停
止

入
力
時
間
一
分
四
四
秒

入
力
項
目
に
関
す
る
検
討

ラ
リ
ン
ジ
ア
ル
マ
ス
ク
や
心
臓
マ
ッ
サ
ー

ジ
な
ど
の
蘇
生
行
為
を
施
行
し
な
が
ら
の

入
力
で
あ
っ
た
が
、
入
力
時
間
は
一
分
四

四
秒
と
平
均
以
下
で
あ
っ
た
。

④
入
力
項
目
と
入
力
時
間
の
分
析

一
四
項
目
の
身
体
所
見
の
中
か
ら
、
一
部
施
行
困

難
で
か
つ
不
必
要
と
救
急
隊
員
が
判
断
し
省
略
し
た

も
の
は
四
例
(
重
複
あ
り
)
で
、
そ
の
項
目
は
以
下

の
と
お
り
だ
っ
た
。

・
呼
吸
音
左
右
差
二
二
例

・
前
胸
部
皮
下
気
腫
二
二
例

・
眼
験
結
膜
貧
血
二
一
例

省
略
し
た
症
例
は
男
性
一
例
を
除
い
て
、
女
性
で

前
胸
部
皮
下
気
腫
の
触
診
、
呼
吸
音
左
右
差
の
聴
診

を
省
略
し
て
い
た
。
省
略
し
た
四
症
例
の
平
均
入
力

時
間
は
二
分
三

O
秒
と
全
体
の
平
均
よ
り
長
か
っ
た

が
、
こ
れ
は
二
五
歳
女
性
の
症
例
に
三
分
四
九
秒
を

費
や
し
て
い
る
影
響
と
考
え
ら
れ
た
。

者

控
訴
〕

救怠救命第10号 24

今
回
は
入
力
項
目
と
し
て
前
述
一
四
項
目
を
設
定

し
、
こ
れ
に
緊
急
度
、
重
症
度
、
登
録
番
号
な
ど
の

患
者
情
報
を
入
力
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
て

送
信
し
た
。
こ
れ
に
要
す
る
時
間
は
、
平
均
で
一
分

五
一
秒
で
あ
っ
た
。
救
急
隊
員
が
現
若
後
病
院
へ
向

け
て
現
発
す
る
ま
で
に
費
や
す
時
間
の
記
録
は
あ
る

が
、
現
場
で
患
者
の
身
体
所
見
情
報
の
取
得
に
費
や

す
時
間
が
ど
の
く
ら
い
で
あ
る
か
と
い
う
資
料
は
、

こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
報
告
さ
れ
て
い
な
い
。
今
回
の

症
例
は
外
傷
が
ほ
と
ん
ど
で
偏
り
が
あ
る
が
、
一
分

五
一
秒
と
比
較
的
短
い
時
間
で
前
述
の
一
四
項
目
を

観
察
し
、
し
か
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
て
送
信

し
う
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
救
急
隊
の
判
断
で
入
力

困
難
と
判
断
し
た
症
例
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、

今
回
の
症
例
の
中
に
は
救
急
隊
が
搬
送
先
と
し
て
三

次
施
設
を
選
定
し
た
症
例
が
含
ま
れ
、
そ
の
平
均
時

間
も
一
分
四
四
秒
と
大
差
は
な
か
っ
た
。
入
力
時
間

の
差
は
患
者
の
状
態
も
あ
る
程
度
影
響
す
る
と
考
え

ら
れ
る
が
、
現
場
に
到
着
し
た
救
急
隊
員
の
役
割
分

担
と
入
力
操
作
の
習
熟
も
関
与
す
る
と
考
え
ら
れ

る
。
し
た
が
っ
て
入
力
操
作
の
簡
素
化
と
隊
員
の
入

力
操
作
の
習
熟
に
よ
っ
て
、
こ
の
程
度
の
観
察
項
目

の
情
報
収
集
と
入
力
が
救
急
搬
送
業
務
の
一
つ
と
な

っ
て
も
、
患
者
に
対
す
る
影
響
は
小
さ
い
と
予
想
さ

れ
る
。ま
た
、
こ
れ
ら
の
項
目
の
観
察
を
自
常
の
救
急
搬

送
中
か
ら
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
全
救
急
隊
員
の
観

察
項
目
の
平
準
化
が
可
能
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。



そ
の
結
果
、
救
急
隊
全
体
と
し
て
の
技
能
の
向
上
に

寄
与
し
、
す
で
に
欧
米
諸
外
国
で
行
わ
れ
て
い
る

B

T
L
S
な
ど
の
方
法
の
導
入
も
容
易
に
な
る
と
考
え

ら
れ
る
。
ま
た
、
個
々
の
救
急
隊
員
に
関
し
て
は
、

病
院
到
着
後
担
当
医
師
の
診
察
所
見
と
救
急
隊
員
の

観
察
・
入
力
所
見
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
そ
の
救
急

隊
員
個
人
又
は
隊
全
体
と
し
て
の
技
能
の
向
上
が
図

れ
る
。現
在
の
日
本
の
救
急
シ
ス
テ
ム
で
は
救
急
隊
員
の

判
断
で
患
者
搬
送
病
院
を
選
定
し
て
、
そ
の
病
院
に

患
者
情
報
を
連
絡
し
て
受
け
入
れ
の
可
否
を
検
討
し

応
じ
ら
れ
た
上
で
そ
の
病
院
に
搬
送
す
る
シ
ス
テ
ム

と
な
っ
て
い
る
。
救
急
患
者
受
け
入
れ
の
救
急
医
療

施
設
が
限
ら
れ
救
急
患
者
の
ほ
ぼ
全
例
を
一
つ
の
決

ま
っ
た
救
急
医
療
施
設
に
搬
送
す
る
非
都
市
部
の
地

域
以
外
で
は
、
救
急
医
療
施
設
は
救
急
隊
員
か
ら
の

患
者
情
報
だ
け
で
受
け
入
れ
の
可
否
を
決
定
し
て
い

る
。
適
切
な
重
症
度
・
緊
急
度
の
患
者
の
適
正
な
救

急
医
療
施
設
へ
の
搬
送
と
い
う
観
点
か
ら
も
、
救
急

隊
員
個
々
の
技
量
や
経
験
に
よ
っ
て
判
断
が
ま
ち
ま

使用した携帯端末rKI2 

ち
と
な
る
の
で
は
な
く
全
救
急
隊
と
し
て
の
判
断
が

平
準
化
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
く
、
こ
れ
ら
の
項
目

を
日
常
の
救
急
は
搬
送
中
か
ら
行
い
前
述
の
如
く
救

急
隊
員
個
人
又
は
隊
全
体
と
し
て
の
技
能
の
向
上
を

図
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
こ
れ
ら
の
観
察
項
目
を
全
救
急
隊
員
が
行
い

そ
の
能
力
を
向
上
す
る
の
み
で
あ
れ
ば
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
は
必
要
な
い
。
入
力
用
の
シ

1
ト
を
作
製
し
ボ

ー
ル
ペ
ン
な
ど
で
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
け
ば
十
分
で
あ

る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
の
利
点
は
、
登
録
さ
れ

た
ホ

l
ム
ペ

I
ジ
に
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
に
よ
り
登

録
し
た
救
急
隊
だ
け
で
な
く
、
そ
の
地
区
の
全
救
急

医
療
施
設
や
救
急
本
部
な
ど
が
情
報
を
共
有
で
き
る

点
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
救
急
医
療
施
設
は
救
急
隊
員

の
患
者
情
報
入
力
と
同
時
に
ホ

i
ム
ペ

1
ジ
で
こ
れ

ま
で
以
上
に
詳
し
い
患
者
情
報
を
得
る
こ
と
が
で

き
、
ま
た
救
急
隊
員
も
入
力
し
た
情
報
に
関
し
て
は

繰
り
返
し
電
話
で
連
絡
す
る
必
要
が
な
く
な
る
。
場

合
に
よ
っ
て
は
、
救
急
隊
員
は
現
場
で
の
患
者
の
対

応
に
専
念
し
、
救
急
本
部
が
搬
送
先
の
救
急
医
療
施

設
を
選
定
し
そ
の
施
設
と
受
け
入
れ
可
否
の
検
討
を

行
う
シ
ス
テ
ム
の
導
入
も
将
来
的
に
は
可
能
で
、
救

急
医
療
施
設
選
定
に
要
す
る
時
間
の
短
縮
が
期
待
さ

れ
る
。
更
に
救
急
本
部
で
は
救
急
症
例
を
患
者
の
細

か
い
身
体
所
見
を
含
め
て
デ
l
タ
ー
ベ

l
ス
化
す
る

こ
と
が
可
能
と
な
り
、
病
院
前
救
急
医
療
領
域
に
お

い
て
も

2
E
8
2
σ
虫
色
白
色
E
5
の
導
入
が
可

能
に
な
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
。

し
か
し
、
今
後
改
善
さ
れ
る
べ
き
点
と
し
て
、
入

力
項
目
や
入
力
順
な
ど
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
改
善
の
ほ
か

に
入
力
機
種
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
環
境
な
ど
の

ハ
l
ド
面
も
挙
げ
ら
れ
る
。

今
回
の
機
種
は
縦
二
一
一

o
m×
横
七
七
阻
、
厚
さ

一
八
畑
、
重
さ
二
八

O

g
で
画
面
の
大
き
さ
は
縦
七

六
阻
×
横
五
七
阻
で
こ
の
画
面
を
専
用
の
ペ
ン
で
タ

ッ
チ
し
て
情
報
を
入
力
し
た
。
操
作
は
慣
れ
れ
ば
比

較
的
容
易
で
あ
る
が
画
面
が
小
さ
く
入
力
ミ
ス
な
ど

の
可
能
性
も
あ
る
。
現
在
一
部
の
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
型

コ
ン
ゼ
ユ

l
タ
1
で
発
売
さ
れ
て
い
る
音
声
入
力
な

ど
の
技
術
が
携
帯
端
末
で
も
可
能
に
な
る
な
ど
の
新

機
種
の
開
発
が
望
ま
れ
る
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
は
聞
か
れ
て
い
る
た
め
不
正
ア
ク
セ
ス
に
対
す
る

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

l
の
確
保
も
超
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
課
題
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
実
用
化
に
は
い
く
つ

か
の
課
題
が
あ
る
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
情

報
技
術
の
導
入
は
一
二
世
紀
の
救
急
医
療
の
進
歩
に

寄
与
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。

語1

辞
}

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
研
究
に
対
し
て
多
大

な
ご
支
援
を
賜
り
ま
し
た
財
団
法
人
救
急
振
興
財
団

並
び
に
本
研
究
に
多
忙
な
救
急
業
務
の
中
ご
協
力
い

た
だ
い
た
横
浜
市
消
防
局
中
、
南
両
区
の
救
急
隊
の

方
々
に
感
謝
し
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

参
考
文
献
〉
(
守
山
口
の
の
口
問
。
∞
己
円
)
同
)
O
え
の
円
。
ロ
旬
、
監
訳
/

小
栗
顕
二
『
大
事
故
災
害
時
の
医
療
支
援
』

一
O
七
i

一
一
六
へ
る
す
出
版
、
東
京

p 
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昨
今
、
情
報
通
信
技
術
の
発
展
に
伴
っ
て
遠
稿
医

療
の
研
究
が
広
く
進
め
ら
れ
て
い
る
。
報
告
さ
れ
て

い
る
多
く
の
遠
隔
医
療
の
研
究
は
、
医
療
情
報
の
遠

隔
へ
の
よ
り
正
確
な
伝
送
に
終
始
し
て
い
る
。
最
近

は
携
帯
電
話
で
も
画
像
の
伝
送
が
可
能
と
な
り
、
遠

隔
で
の
画
像
を
中
心
と
し
た
情
報
の
共
有
は
現
実
の

も
の
と
な
っ
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
遠
隔
間
で
た

だ
単
に
情
報
を
共
有
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
本
来
の

意
味
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
遠
隔
で
の
医
療
行
為
を
実

際
に
指
示
・
支
援
す
る
こ
と
に
焦
点
を
当
て
て
研
究

を
進
め
て
き
た
。
以
前
、
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
の

比
較
的
簡
単
で
細
か
く
な
い
手
技
に
関
し
て
は
遠
隔

か
ら
の
指
導
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
報
告
し
た
。
こ

の
報
告
で
採
用
し
た
頭
部
搭
載
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
装

置
を
用
い
た
岳
民
E
i
o当
ω

ヨR
S
で
は
、
専
門

的
で
細
か
い
指
導
を
す
る
に
は
無
理
が
あ
っ
た
。

今
回
は
ジ
ェ
ス
チ
ャ

I
・
レ
ー
ザ
ー
シ
ス
テ
ム
を

用
い
て
、
救
急
現
場
で
は
重
要
な
処
置
の
ひ
と
つ
で

あ
る
胸
腔
穿
刺
の
遠
隔
か
ら
の
指
導
が
可
能
で
あ
る

か
否
か
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
本
研
究
を
行
っ

た。ム T、
ジの?
概土

喜手
ヤ

レ

ザ

シ
ス
フ四

ジ
ェ
ス
チ
ャ

l
・
レ
ー
ザ
ー
シ
ス
テ
ム
の
概
要

(図
1
)
を
一
不
す
。
本
シ
ス
テ
ム
は
、
遠
隔
で
レ
ー
ザ

ー
ポ
イ
ン
タ
を
操
作
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
れ
で
正

僻闘用カメラ

救怠救命第10号 26

カメラサーパ

泊
f

司

ン

{

ラ

イ

ー

メ
ポ
力
一
彰
ザ
内

撤
一
周

轍
レ
作

繍
&
蟻

確
な
部
位
を
指
し
示
す
こ
と
が
可
能
な
シ
ス
テ
ム
で

あ
る
。
指
導
を
受
け
る
(
作
業
者
)
側
に
、
全
体
を

見
渡
す
傭
搬
用
の

C
C
D
カ
メ
ラ
と
そ
の
カ
メ
ラ
の

横
に
レ
ー
ザ
ー
ポ
イ
ン
タ
を
設
置
す
る
(
図
2
)
。
こ

の
レ
ー
ザ
ー
ポ
イ
ン
タ
は
カ
メ
ラ
に
追
従
し
て
動
く

よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
こ
の
カ
メ
ラ
と
レ
ー

ザ
ー
ポ
イ
ン
タ
を
、
遠
隔
の
指
示
者
が
パ
ー
ソ
ナ
ル

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
シ
ス
テ
ム
を
用
い
て
操
作
す
る



(図
3
)
。
こ
の
ジ
ェ
ス
チ
ャ

l
・
レ
ー
ザ
ー
シ
ス
テ

ム
を
用
い
れ
ば
、
正
確
な
部
位
を
指
示
す
る
た
め

に
、
指
示
者
が
も
っ
と
右
と
か
左
と
か
の
細
か
な
言

葉
に
よ
る
指
示
を
せ
ず
と
も
、
レ
ー
ザ
ー
で
正
確
に

部
位
を
ポ
イ
ン
ト
指
示
が
で
き
る
た
め
、
よ
り
効
率

的
で
正
確
に
遠
隔
か
ら
の
胸
腔
穿
刺
の
指
導
を
行
う

こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
仮
定
で
き
る

(
8
4
)
。

救急車の天井に取り付けられた GestureLaser (左)

とテレビカメラ(右)

{
対
象
と
万
法
}

今
回
は
本
シ
ス
テ
ム
を
用
い
て
、
蘇
生
法
教
育
訓

練
人
形
に
対
し
て
胸
腔
穿
刺
を
隣
室
か
ら
指
導
す
る

と
い
う
模
擬
的
な
環
境
で
実
験
を
行
っ
た
。
胸
腔
穿

刺
を
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
医
学
生
(
五
年
生
)
一

四
名
を
対
象
と
し
、
こ
れ
を
七
名
ず
つ
二
群
に
分

函2

け
、
言
葉
の
み
に
よ
る
指
導
と
言
葉
と
レ
ー
ザ
ー
ポ

イ
ン
タ
を
用
い
た
指
導
を
行
っ
た
。
指
導
は
別
表
に

示
す
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
沿
っ
て
行
っ
た
。
手
技
の
確
実

性
と
指
導
に
要
し
た
時
間
を
比
較
、
検
討
し
た
。
両

群
と
も
指
導
医
は
医
学
生
が
処
置
を
実
施
し
て
い
る

状
況
を
傭
搬
カ
メ
ラ
で
見
て
い
る
た
め
、
指
導
医
と

医
学
生
の
視
野
は
共
有
さ
れ
て
い
る
。

指示者用インターフェース画面図3

レーザ一光で胸腔穿刺の位置を指示

27 

図4



手
技
の
確
実
性
は
、
指
導
の
過
程
を
ビ
デ
オ
に
収

録
し
、
最
初
の
指
導
で
正
し
く
穿
刺
部
位
が
指
導
で

き
た
か
と
、
指
導
で
き
な
か
っ
た
場
合
に
二
回
目
の

修
正
指
導
に
よ
り
正
し
く
指
導
で
き
た
か
を
別
の
指

導
医
が
そ
の
ビ
デ
オ
を
見
て
評
価
し
た
。
指
導
に
要

し
た
時
間
は
、
指
導
開
始
か
ら
穿
刺
位
置
を
確
認
す

る
ま
で
と
穿
刺
位
置
を
確
認
し
た
後
か
ら
穿
刺
が
終

了
す
る
ま
で
を
記
録
し
た
。

~.土

耶ロ

果
}

言
葉
の
み
に
よ
る
指
導
群
で
は
、
穿
刺
部
位
の
指

導
に
修
正
指
導
を
要
す
る
場
合
が
多
か
っ
た
が
、
両

群
と
も
胸
腔
穿
刺
を
確
実
に
指
導
、
実
施
す
る
こ
と

が
可
能
で
あ
っ
た
(
言
葉

m
レ
ー
ザ
ー
ポ
イ
ン
タ
一

五
七
%
(
四
/
七
)
刊
一
0
0
%
)
。
指
導
に
要
し
た

時
間
は
、
開
始
か
ら
穿
刺
位
置
確
認
ま
で
(
一
一
一
日
葉

m

レ
ー
ザ
ー
ポ
イ
ン
タ
一
五
八
・
六
±
二
二
秒

w
四
三

・
九
+
一
五
秒
、
也
八
C
・g
・
B
Sロ
リ
庁
∞
ロ
)
、
穿
刺
位
置

確
認
か
ら
手
技
終
了
ま
で
(
一
一
一
日
葉
山
内
レ
ー
ザ
ー
ポ
イ

ン
タ
一
九
八
・
一
+
二
一

O
秒

m
六
三
・
九
+
一
七
秒
、

℃
〈
C
・g
・
5
2ロ
件
∞
ロ
)
と
も
に
、
レ
ー
ザ
ー
ポ
イ
ン

タ
を
用
い
て
指
導
し
た
群
が
有
意
に
短
か
っ
た
。

考

慰
一
小
}

本
シ
ス
テ
ム
を
用
い
る
こ
と
に
よ
り
、
胸
腔
穿
刺

を
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
医
学
生
に
対
し
て
も
よ
り

効
率
的
な
遠
隔
か
ら
の
指
導
が
可
能
で
あ
っ
た
。
レ

ー
ザ
ー
ポ
イ
ン
タ
に
よ
る
指
導
で
は
、
指
導
者
の
意

図
す
る
場
所
が
レ
ー
ザ
ー
ポ
イ
ン
タ
で
直
接
指
示
さ

れ
る
こ
と
に
よ
り
、
行
為
を
指
向
す
る
場
所
の
特
定

が
容
易
に
な
る
。
指
導
者
と
実
施
者
が
あ
る
程
度
の

知
識
と
経
験
を
有
し
て
い
る
場
合
に
は
、
こ
の
よ
う

な
シ
ス
テ
ム
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
遠
隔
で
の

よ
り
専
門
的
な
細
か
な
医
療
行
為
に
つ
い
て
も
さ
ら

に
具
体
的
に
指
示
・
支
援
が
可
能
で
あ
る
こ
と
が
示

唆
さ
れ
る
。
今
ま
で
の
報
告
で
は
、
遠
隔
医
療
と
は

遠
隔
時
で
の
医
療
情
報
を
伝
達
、
共
有
す
る
た
め
に

の
み
用
い
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
遠

隔
医
療
を
よ
り
効
率
的
、
具
体
的
に
実
践
す
る
た
め

に
は
、
単
に
こ
れ
を
遠
隔
と
の
情
報
共
有
す
る
方
法

と
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
遠
隔
間
で
の
医
療
の
協
働

実
践
を
可
能
と
す
る
ツ

l
ル
と
し
て
活
用
す
る
と
い

う
観
点
か
ら
捉
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
シ
ス

テ
ム
は
小
型
で
あ
る
た
め
、
救
急
車
に
も
搭
載
可
能

で
あ
る
。
通
信
方
法
に
は
若
干
の
検
討
の
余
地
が
あ

る
が
、
救
急
車
に
搭
載
さ
れ
れ
ば
よ
り
実
際
的
な
双

方
向
性
の
直
接
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
可
能

に
な
る
だ
け
で
は
な
く
大
災
害
の
現
場
で
の
管
制
な

ど
に
も
応
用
可
能
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

議吉

話
回
〕

ジ
ェ
ス
チ
ャ

l
・
レ
ー
ザ
ー
シ
ス
テ
ム
を
用
い
る

こ
と
に
よ
り
、
遠
隔
か
ら
の
胸
腔
穿
刺
の
確
実
で
効

率
的
な
指
導
が
可
能
で
あ
っ
た
。
本
シ
ス
テ
ム
を
用

い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
遠
隔
の
指
導
者
が
医
療
実
践

そ
の
も
の
に
参
加
し
協
働
し
得
る
可
能
性
も
示
唆
さ

れ
た
。

胸腔穿刺指導マニュアル

-これか5胸腔穿刺を行います。
-穿刺部位は右第2助問、鎖骨中線上です。

・場所はわかりますか。

(適切な位置を指した5穿刺に進む)
(わか5ない場合、間違っていた場合)場所を確認
します。

-右の鎖骨を確認してください。

-鎖骨中線に右人差し指を当てます。鎖骨の中央部

1/2のところです。

-その位置かう腹部の方へ指を垂直に下げていきま

す。

. 1つ自の窪み、第1肋骨と第2肋骨の閏が第1肋間

です。

-さ5にそのまま下げていきます。次の窪みが第2肋

聞です0

・ここが穿刺部位です。

-左手人差し指と中指を第2肋骨と第3肋骨上に置

き、右人差し指をはさむようにします。

-右人差し指を離し、穿刺部位を消毒してください0

・注射器(シリンジ)のキャップをはす、して持ってく

ださい0

・注射器(シリンジ)の持ち方はペンシルホールド、

えんぴつを持つようにします。

-穿刺部位は今、指で押さえている第2肋骨と第3肋

骨の中央部分です。

-それでは、穿刺してください0

・(穿刺します。穿刺しました。)

・以上です。

別表
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今
年
度
は
、
昨
年
二
一
月
に
定
ま
っ
た
救
急
救
命

士
の
処
置
範
囲
拡
大
の
方
針
に
的
確
に
対
応
す
る
と

と
も
に
、
引
き
続
き
地
方
公
共
団
体
や
関
係
行
政
機

関
・
団
体
、
救
急
医
療
関
係
者
等
の
理
解
と
協
力
を

深
め
な
が
ら
、
主
た
る
業
務
で
あ
る
全
国
の
救
急
隊

員
を
対
象
と
し
た
救
急
救
命
士
の
資
格
取
得
の
た
め

の
研
修
事
業
の
一
層
の
充
実
を
期
す
る
と
と
も
に
、

救
急
に
関
す
る
各
種
の
調
査
研
究
事
業
や
、
救
命
率

向
上
を
図
る
上
で
重
要
課
題
と
な
っ
て
い
る
住
民
に

対
す
る
応
急
手
当
の
普
及
啓
発
活
動
に
関
す
る
事
業

等
を
積
極
的
に
推
進
し
、
救
急
体
制
の
振
興
と
救
急

業
務
の
一
層
の
高
度
化
に
資
す
る
も
の
と
す
る
。

ー
救
急
撤
回
畏
に
対
す
る
高
度
な
教
育
訓
練

事
業
の
推
進

各
都
道
府
県
を
通
じ
て
推
薦
さ
れ
た
救
急
隊
員
を

対
象
と
し
て
、
救
急
救
命
士
の
国
家
資
格
を
取
得
さ

せ
る
た
め
、
東
京
研
修
所
に
お
い
て
は
第
二
四
期
及

び
第
二
五
期
の
研
修
(
各
期
三

O
O名
を
予
定
)
を
、

ま
た
九
州
研
修
所
に
お
い
て
は
第
七
期
及
び
第

救患救命第10号 30

罷璽覇璽覇霊覇

一
八
期
の
研
修
(
各
期
二

O
O名
を
予
定
)
を
、
そ

れ
ぞ
れ
実
施
す
る
。
こ
の
結
果
、
明
年
三
月
末
で
の

両
研
修
所
の
卒
業
生
(
見
込
み
)
総
数
は
、
九
、
二
五
一

名
と
な
る
。

研
修
に
あ
た
っ
て
は
、
救
急
救
命
士
の
処
置
範
囲

拡
大
の
方
針
に
積
極
的
に
対
応
し
な
が
ら
研
修
体
制

の
一
層
の
充
実
を
図
る
。

2 

救
急
に
関
す
る
調
査
研
究
事
業
の
推
進

全
国
の
救
急
隊
員
に
対
し
実
務
的
観
点
か
ら
の
研

究
・
研
修
及
び
相
互
交
流
の
場
を
提
供
す
る
第
一
一
一

回
全
国
救
急
隊
員
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
札
幌
市
に
お
い

て
開
催
す
る
と
と
も
に
、
救
急
搬
送
に
お
け
る
傷
病

者
の
応
急
処
置
別
プ
ロ
ト
コ

l
ル
の
策
定
に
関
す
る

調
査
研
究
を
行
う
。

ま
た
、
海
外
に
お
け
る
救
急
に
関
す
る
先
進
的
な

事
例
の
調
査
や
、
消
防
機
関
・
医
療
機
関
に
お
け
る

先
進
的
な
調
査
研
究
へ
の
助
成
な
ど
、
救
急
業
務
の

一
層
の
高
度
化
に
資
す
る
調
査
研
究
事
業
を
推
進
す

る。

3

舘
畏
に
対
す
る
蕗
急
手
当
の
普
及
啓
発

活
動
に
関
す
る
事
業
の
推
進

心
肺
蘇
生
法
の
標
準
的
実
施
方
法
の
改
訂
を
受
け

て
、
地
方
公
共
団
体
に
よ
る
住
民
に
対
す
る
応
急
手

当
の
普
及
啓
発
活
動
を
積
極
的
に
支
援
す
る
た
め
、

応
急
手
当
の
普
及
啓
発
広
報
車
や
蘇
生
訓
練
用
資
器

材
の
交
付
等
の
事
業
を
充
実
す
る
と
と
も
に
、
地
域

の
住
民
組
織
と
消
防
機
関
が
協
力
連
携
し
て
実
施
す

る
応
急
手
当
の
講
習
活
動
に
対
す
る
支
援
事
業
を
推

進
す
る
。

さ
ら
に
、
救
急
基
金
事
業
に
つ
い
て
も
、
そ
の
普

及
を
図
り
つ
つ
、
消
防
機
関
が
行
う
応
急
手
当
普
及

啓
発
用
資
器
材
の
交
付
に
活
用
す
る
。

4
・
救
急
体
制
強
化
の
た
め
の
資
器
材
導
入

支
譲
事
業
の
推
進

処
置
範
囲
拡
大
の
方
針
に
対
応
し
た
救
急
体
制
の

強
化
に
資
す
る
た
め
、
消
防
機
関
に
お
け
る
二
相
性

波
形
除
細
動
器
の
早
期
導
入
を
支
援
す
る
。



-
基
礎
医
学
講
座

一
相
性
波
形除
細
動
器
に
つ
い
て

心
室
細
動
と
は

心
室
細
動
の
治
療

心
臓
は
血
液
を
全
身
に
送
る
た
め
に
収
縮
、
拡
張

を
繰
り
返
す
筋
肉
の
ポ
ン
プ
で
あ
る
。
心
臓
の
右
半

分
(
右
心
室
)
は
肺
へ
、
左
半
分
(
左
心
室
)
は
全
身
に

血
液
を
送
る
重
要
な
役
割
を
し
て
い
る
。
心
室
細
動

と
は
心
室
の
筋
肉
が
痘
目撃
を
起
こ
す
よ
う
な
不
整
脈

で
、
も
は
や
ポ
ン
プ
と
し
て
の
機
能
を
失
い
血
液
を

駆
出
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
最
も
致
死
的
な
も

の
で
あ
る
。
心
室
細
動
が
誘
発
さ
れ
る
と
同
時
に
血

圧
が

O
B
E出
向
に
な
り
意
識
を
失
い
、
早
急
に
治

療
し
な
け
れ
ば
救
命
し
え
て
も
脳
障
害
な
ど
重
篤
な

後
遺
症
が
残
る
。
図
1
に
実
験
的
に
心
室
細
動
を
誘

発
し
、
電
気
シ
ョ
ッ
ク
で
除
細
動
し
た
例
を
示
す
。

I
 
I
 
I
 

100 
BP 
50 

(mmHg)。

100 

BP 50 
(mmHg)，。
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I
 
I
 

ECG 

ECG 
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山之内良雄

わ
が
国
に
お
い
て
、
年
間
六
j
八
万
人
が
心
臓
突

然
死
の
犠
牲
に
な
っ
て
い
る
と
推
測
さ
れ
、
そ
の
八

0
1九
O
%
は
心
室
細
動
が
原
因
と
さ
れ
て
い
る
。

心
室
細
動
に
対
し
確
実
な
治
療
は
、
電
気
的
除
細
動

(
電
気
シ
ョ
ッ
ク
)
で
あ
る
。
図
2
に
心
室
細
動
発

生
か
ら
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
施
行
す
る
ま
で
の
時
間
と

生
存
率
と
の
関
係
を
示
す
が
、
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
行

う
時
間
が

一
分
遅
れ
る
ご
と
に
約

一
O
%
ず
つ
社
会

復
帰
可
能
な
生
存
率
が
低
下
す
る
。
ま
た
、
救
急
医

療
に
は
救
命
の
四
つ
の
鎖
(
岳
山
吉
丘

ω
日
〈
芝
山
}
)

が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
中
に
は
迅
速
な
除
細
動
が
含

ま
れ
て
い
る
。
迅
速
な
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
行
う
た
め

図1 心室細動誘発と電気的ショック

上段-一ブタを使った実験において、 15Vの交

流 (60Hz)で心室細動が誘発され、誘発と同

時に血圧がOmmHgまで低下する。

下段…心室細動に対し電気シ ョックを行い除

細動が成功している。

、¥ 
\~ 
入
弘、
¥ 、、、
、民

民ト

100 
社
dゐ、

毒80
4帯
可 60

能

240 
z 20 
% 

除細動までの時間Cmin)

図2 心室細動発生から電気ショックを行う

までの時間と社会復帰可能な生存率との

関係

電気ショックまでの時聞が1分遅れるごとに

生存率が約10%ずつ低下するので、迅速な電

気ショッ クが必要である。(文献1より引用

改変)

O 
O 

に
は
、

自
動
体
外
式
除
細
動
器

(
E
Z
E巳
包
自
件
R'

s-号
出
σ
Z
E
Z円
)
が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
少
な

く
て
も
公
衆
の
集
ま
る
場
所
に
は
設
置
さ
れ
る
べ
き

で
あ
る
。

電
気
シ
ョ
ッ
ク
時
の
ダ
メ
ー
ジ

電
気
シ
ョ

ッ
ク
と
心
臓
に
及
ぼ
す
ダ
メ
ー
ジ
に
関

す
る
動
物
実
験
の
結
果
を
図
3
に
示
す
が
、
出
力
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
高
い
ほ
ど
、

電
気
シ
ョ

ッ
ク
施
行
回
数

が
多
い
ほ
ど
心
臓
へ
の
ダ
メ
ー
ジ
量
が
増
加
す
る
。

ま
た
、
体
外
式
除
細
動
に
お
け
る
電
極
(
パ

ド
ル
)

の
皮
膚
へ
の
傷
害
も
電
気
シ
ョ
ッ
ク
の
出
力
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
高
く
、
電
気
シ
ョ

ッ
ク
回
数
が
多
い
ほ
ど
強

く
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
電
気
シ
ョ

ッ
ク
時
の

エ
ネ

ル
ギ
ー
は
低
い
ほ
ど
臨
床
的
に
は
有
用
と
考
え
ら
れ
る
。

図3 電気ショックの工

ネルギー・施行回数

と心筋へ与えるダメ

ーン

イヌを使った実験の結

果、電気ショックのエネ

ルギーが高いほどあるい

は施行回数が多いほど右

室 ・左心室筋に与えるダ

メージ量は多くなる。(文

献2より引用)
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電
気
シ
ョ
ッ
ク
時
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
除
細
動
成
功

率
の
関
係
は
図

4
の
よ
う
に

S
字
状
曲
線
と
な
る
。

種
々
の
要
素
に
よ
り
、
こ
の
曲
線
は
、
左
右
に
移
動

す
る
。
左
に
移
動
す
る
と
同
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
除
細
動

成
功
率
は
高
く
な
る
し
、
右
に
移
動
す
る
と
同
エ
ネ

ル
ギ
ー
で
除
細
動
成
功
率
は
低
く
な
る
。
除
細
動
が

成
功
す
る
た
め
の
最
小
エ
ネ
ル
ギ
ー
(
除
細
動
関
値

エ
ネ
ル
ギ
ー
)
は
、
電
気
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
心
筋
ダ

メ
ー
ジ
、
不
整
脈
の
出
現
率
、
心
機
能
障
害
、
皮
膚

へ
の
ダ
メ
ー
ジ
等
を
考
慮
す
る
と
低
い
ほ
ど
い
い
。

そ
の
除
細
動
関
値
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
色
々
な
因
子
に

よ
り
影
響
を
受
け
る
が
、
そ
の
一
つ
に
電
気
シ
ョ
ッ

ク
に
使
用
さ
れ
る
通
電
波
形
が
あ
る
。

四

電
気
シ
ョ
ッ
ク
の
通
電
波
形

体
外
式
除
細
動
器
の
通
電
波
形
は
図

5
の
A
に
示

し
た
サ
イ
ン
カ

l
ブ
様
の
単
相
性
あ
る
い
は
二
相
性

波
形
が
多
く
使
用
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
波
形
を
作
る

に
は
イ
ン
ダ
ク
タ

l
を
必
要
と
す
る
が
、
こ
れ
は
容

量
・
重
量
が
あ
る
た
め
除
細
動
器
が
大
き
ぐ
、
重
く

な
る
原
因
と
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
最
近
で
は
、

A
に
示
し
た
波
形
に
代
わ
り
イ
ン
ダ
ク
タ

l
を
必
要

と
し
な
い

B
に
示
し
た
台
形
様
の
単
相
性
波
形
の
有

効
性
が
確
認
さ
れ
、
植
え
込
み
型
除
細
動
器
、
体
外

式
除
細
動
器
に
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
除
細
動

器
が
小
型
・
軽
量
化
さ
れ
た
。

台
形
様
の
単
相
性
波
形
と
除
細
動
関
値
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
関
係
を
図
6
に
示
す
。
こ
の
波
形
に
は
足
。

τ司

(
マ
イ
ク
ロ
フ
ァ
ラ
ッ
ド
)
の
コ
ン
デ
ン
サ
ー
を
使

い
、
開
始
電
圧
の
五
五
%
、
七
五
%
、
九
五
%
を
放

電
さ
せ
、
そ
れ
ぞ
れ
ω
・∞
Bω
、
0・05ω
、

E-NEω
の

波
長
で
、
除
細
動
関
値
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
測
定
し
た
も

の
で
あ
る
。
波
長
ω
・∞
Eω
、小・
05ω
の
除
細
動
関
値

エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
ロ
ヨ
前
後
と
変
わ
り
は
な
い
が
、

100 C 

~ 
，d.，: Damped slne mOllophaSIC or biphasic wavefol-m 

B: Truncated exponential mOllophasic waveform 
C: Truncated巴xponelltialbiphasic wavefol-m 

B 

~ !¥ト

エネルギーー←→ 高い
DFT: deflbrillation tllreshold (除細動闇値〉

O 
図5 体外式除細動に使われる種々の通電波形

A:サインカーブ様の単相性、 二相性波形、 B
台形様の単相性波形、 C:台形様の単相性波形を

組み合わせた二相性波形 図4 電気ショック時の工ネルギー強度と除細動

成功率との関係

電気ショック時のエネルギーを強くすると除細動

成功率が高くなり、 S字状曲線となる。このS字

状曲線(実線)は、種々の要素により、左右にシ

フト(点線)する。左にシフトすると同一エネル

ギーで除細動成功率が高くなり(除細動闘値エネ

ルギーが低い)、右にシフトすると低くなる(除

細動閲値エネルギーが高い)。

650 
n=lO pigs， 36::!::2 kg 

E-NEω
と
波
長
が
長
く
な
る
と
お
ξ
と
極
端
に
高

く
な
る
。
こ
れ
は
、
指
数
関
数
的
に
減
衰
し
た
終
末

部
で
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
弱
く
な
り
、
も
は
や
除
細
動

す
る
効
果
は
な
く
、
反
対
に
心
室
細
動
を
再
誘
発
さ

せ
る
の
で
除
細
動
関
値
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
高
く
な
る
と

考
え
ら
れ
て
い
る
。

最
近
の
研
究
で
、
台
形
様
の
単
相
性
波
形

B
に
台

形
様
の
単
相
性
波
形
を
組
み
合
わ
せ
た
二
相
性
波
形

図6 単相性波形と除細動闇値エネルギ

120μFのコンデンサーを使った単相性波形におい

てそれぞれの波長 (3.8ms、6.6ms、14.2ms)の

除細動閥値エネルギーは、 3.8ms、6.6msでは有

意な差は見られないが、 14.2msと波長が長くな

ると極端に高くなる。%はチルトを示す。つまり、

開始電圧の半分放電されると50%、完全に放電さ

れると100%になる o (文献3より引用改変)
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結3∞
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~ 0 

C
の
除
細
動
関

値
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
単
相
性
波
形

よ
り
も
低
い
こ

と

が

わ

か

っ

た
。
図
7
に
動

物
実
験
で
得
ら

れ
た
通
電
波
形

と
除
細
動
関
値

エ
ネ
ル
ギ
ー
の

関
係
を
示
す
。

図
7
に
示
し
た

波
形
は
、
完
全

に
放
電
す
る
各
サ
イ
ズ
の
コ
ン
デ
ン
サ
ー
を
組
み
合

わ
せ
て
作
っ
た
単
相
性
あ
る
い
は
二
相
性
波
形
で
あ

り
、
電
極
聞
の
抵
抗
が
一
定
な
ら
コ
ン
デ
ン
サ
ー
の

サ
イ
ズ
が
大
き
く
な
る
と
波
長
は
長
く
な
る
。
図
7

の
横
軸
の
第
二
相
波
が

0
に
な
っ
て
い
る
通
電
波
形

は
、
単
相
性
波
形
を
意
味
す
る

0
8τ
司
の
単
相
性

波
形
に
お
い
て

5τ
司
二
相
性
波
を
追
加
す
る
と
除

細
動
関
値
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

5ε
か
ら
お
]
に
、

ω
C

O 
第一掬;皮: 30 30 30 60 60 60 120 120 120 IJF 
第二栂渡 o10 30 0 20 60 0 40 120μF 

¥30 ~F !'-e..o ~F I "'-J.釦F

~19 ~E ~て 20 ~F ~40" Fヘ μV‘¥fυuFψ，."，、 40uF ， 30日F 、600F ，.. .¥120 ~'F 

図7 各通電波形と除細動闇値エネルギー

完全に放電する(チルト100%) コンデンサーを

組み合わせた 9種類の単相性あるいは二相性波形

の除細動閥値エネルギーの関係を示す。μF(マ

イクロファラ ッド)はコンデンサーの大きさを表

し、 電極間の抵抗が一定であれば大きい程、波長

は長くなるo (文献4より引用改変)



τ司
を
追
加
す
る
と
ω
ご
と
低
下
し
二
相
性
波
形
が

有
意
に
除
細
動
関
値
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
低
下
さ
せ
る
0

8τ
司
の
単
相
性
波
形
で
は
、

NCτ
司
を
組
み
合
わ

せ
た
二
相
性
波
形
に
す
る
と
尽
ξ
か
ら
お
]
に
低
下

す
る
が
、

8τ
司
を
組
み
合
わ
せ
て
も
尽
己
と
単
相

性
波
形
の
同
等
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
り
、
必
ず
し
も

二
相
性
波
形
が
よ
り
低
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
は
限
ら
な

い
。
一
方
、
尽

cτ
司
の
単
相
性
波
形
に
ち

τ司
を
組

み
合
わ
せ
た
二
相
性
波
形
は
お

εか
ら
品
企
と
極
端

に
低
下
す
る
が
、
尽

Cτ
司
を
組
み
合
わ
せ
る
と
除
細

動
関
値
エ
ネ
ル
ギ
ー
は

8
0』
に
跳
ね
上
が
り
二
相

性
波
形
で
あ
り
な
が
ら
単
相
性
波
形
よ
り
も
極
端
に

高
く
な
る
。
以
上
の
結
果
よ
り
、

二
相
性
波
形
が
必

ず
し
も
単
相
性
波
形
よ
り
も
除
細
動
関
値
エ
ネ
ル
ギ

ー
は
低
い
と
は
限
ら
ず
、
波
形
に
よ
っ
て
は
二
相
性

波
形
が
単
相
性
波
形
よ
り
も
高
く
な
る
こ
と
も
あ

る
。
大
き
な
コ
ン
デ
ン
サ
ー
を
使
っ
た
単
相
性
波
形

ほ
ど
、
第
二
相
に
至
適
な
サ
イ
ズ
の
コ
ン
デ
ン
サ
ー

を
組
み
合
わ
せ
た
と
き
、
つ
ま
り
第
一
相
波
よ
り
も

小
さ
い
波
形
を
持
つ
二
相
性
波
形
が
、
除
細
動
関
値

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
よ
り
低
下
さ
せ
る
傾
向
に
あ
る
。

五

心
室
細
動
持
続
時
間
と
通
電
波
形

図
8
に
心
室
細
動
が

一
O
秒
あ
る
い
は

一
分
持
続

し
た
時
の
除
細
動
関
値
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
通
電
波
形
と

の
関
係
を
示
す
。
心
室
細
動
が
一

0
秒
間
持
続
し
た

時
点
で
、
単
相
性
波
形
で
は
除
細
動
関
値
エ
ネ
ル
ギ

ー
が
ロ
己
で
、
各
二
相
性
波
形
で
は
ω
司
、
き
]
と

有
意
に
低
く
、
そ
の
傾
向
は
、
心
室
細
動
が
一
分
持

続
し
た
時
点
で
も
見
ら
れ
た
。
つ
ま
り
、
二
相
性
波

形
は
、
心
室
細
動
の
持
続
時
間
に
関
係
な
く
単
相
性

波
形
よ
り
も
除
細
動
関
値
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
低
く
す

る
。

....L. 

J¥ 

二
相
性
波
形
の
有
用
性

図
9
に、

各
通
電
波
形
の
蘇
生
率
を
示
す
。
台
形

様
の
二
相
性
波
形
で
は
五
四
人
中
七
六
%
、
台
形
様

の
単
相
性
波
形
、
サ
イ
ン
カ

l
ブ
様
の
単
相
性
波
形

で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
四
八
人
中
五
四
%
、
二
二
人
中
五

四
%
の
蘇
生
率
で
、
二
相
性
波
形
の
蘇
生
率
が
有
意

に
高
い
。

蘇
生
後
の
脳
後
遺
症
と
通
電
波
形
と
の
関
係
を
図

n=12pigs， 35:t6 kg 
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80 
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日長

亡ヨ

吋r
図8 心室細動持続時間と各通電波形の除細動

闇値エネルギ一

心室細動の持続時聞が長くなっても、二相性

波形の除細動闘値エネルギーは単相性波形に

比べ低い。(文献5より引用改変)
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図9 各通電波形と蘇生率

二相性波形による電気シ ョックの蘇生率が単

相性波形よりも高い。(文献6より引用改変)
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中等度 重症

除細勤後の脳権能

昏唾

図10 単相性波形と二相性波形と脳後遺症

通電波形に二相性波形を使用したほうが、単相

性波形に比較し蘇生後の脳後遺症が少ない。(文

献 7より引用改変)

正常
O 

二相性波形
(29人)

図11 各通電波形と電気ショック後の調律

二相性波形の電気ショック後が、単相性波形

による電気ショックに比べ不整脈の出現頻度

が低い。(文献8より引用改変)

翠相性波形
(87人}
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インフォメーション

ております~

読者の皆さまからの様々な情報や投稿を随時受け付けています。

どしどしお寄せください。

、待ちむさまからの情報を

『救急救命』編集室では、

以下の要領を参照のうえ、

，旬、J

4砂

.-工夫した救命講習会や応急手当の普及活動 (自薦-他薦どちらでも構いません)

・読者に広く知らせたい (消防本部などの)救急に関する取組みについて

・印象に残っている講習会-エピソード

・掲載記事に関するご意見-ご要望 など

*上記に該当しないものでも救急に関する事項であれば、どんなことでも結構です。また、取材

を希望される消防本部又は救急関係団体は、編集室までご連絡ください。

*情報提供の形式は聞いません。電話、 FAX、電子メール又は郵送などでお寄せください。

E企百

台内集募• 
先

〒192-0364 東京都八王子市南大沢4-6
財団法人救急振興財団 『救急救命』編集室

T E L 0426-75-9931 FAX 0426-75-9050 
E-mail : minagawa@fasd.or.jp 

、問い合わザ連絡・

「
風
前
の
灯
火
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。

今
に
も
風
に
吹
き
飛
ば
さ
れ
ん
と
し
て
い

る
灯
火
で
あ
り
、
灯
し
続
け
る
成
分
、
力

は
あ
る
が
、

一
旦
風
が
吹
け
ば
、

確
実
に

消
え
て
し
ま
う
。
消
え
る
前
に
風
を
防
げ

ば
、
消
え
か
か
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
火

は
再
び
燃
え
上
が
る
。
こ
の
火
は
、
別
の

火
で
は
な
く
、
前
と
同
じ
火
で
あ
る
。

心
臓
の
細
動
と
は
、
風
前
の
灯
火
と
い

う
気
が
す
る
。
放
っ
て
お
く
と
消
え
て
し

ま
う
が
、
心
臓
組
織
自
体
に
力
が
な
く
な

っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
風
を
防
ぐ
よ
う

に
、
細
動
を
除
い
て
や
る
と
復
活
し
て
、

新
た
に
打
ち
出
す
・
:
。
こ
の
鼓
動
は
、
新

た
だ
が
別
の
心
臓
で
は
な
く
、
前
か
ら
の

同
じ
命
で
あ
る
。

ゃ
る
か
や
ら
な
い
か
で
全
て
が
決
ま
つ

て
し
ま
う
。
こ
の
時
間
が
瞬
く
聞
に
過
ぎ

て
い
く
。
敬
慶
さ
す
ら
感
じ
さ
せ
る
究
極

の
行
為
で
は
な
い
か
と
、
改
め
て
感
じ

る
。

(O)

篤
二
之
昭

浩
秀
俊

関
川
井
野

今
西
古
日
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